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全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
の
共
同

販
売
事
業
で
あ
る
「
大
刀
剣
市
」

は
、
去
る
十
一
月
十
八
～
二
十
日
の

三
日
間
、
東
京
美
術
倶
楽
部
を
会
場

に
三
年
ぶ
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
三
年
前
に
流
行
が
始
ま
っ

た
当
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

〝
死
に
至
る
病
〟
と
恐
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
第
七
波
の
流
行
期
も
収

束
に
向
か
う
中
、
万
全
を
期
し
て
の

開
催
で
す
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
前
に
は
、

う
れ
し
い
こ
と
に
一
階
入
り
口
に
お

客
さ
ま
の
行
列
が
で
き
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
三
日
間
の
盛
況
を
予
告
す
る

か
の
よ
う
で
し
た
。
ま
さ
し
く
好
調

な
出
だ
し
と
な
り
、
大
物
が
売
れ
た

と
の
噂
が
、
会
場
を
駆
け
巡
っ
た
り

も
し
て
い
ま
し
た
。

　
受
付
で
販
売
し
て
い
た
カ
タ
ロ
グ

も
好
評
で
、
中
日
に
は
早
く

も
完
売
。
掲
載
さ
れ
た
刀
や

刀
装
具
も
よ
く
売
れ
た
そ
う

で
す
。

　
入
場
時
、
お
客
さ
ま
に
は

検
温
と
手
指
消
毒
を
励
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
立

ち
会
っ
て
い
た
担
当
役
員
に

よ
る
と
、「
三
日
間
で
一
番
高

か
っ
た
方
が
三
十
七
度
二
分
」

だ
っ
た
と
か
。｢

わ
ざ
わ
ざ
足

を
運
ん
で
く
れ
た
お
客
さ
ま

に
〝
お
帰
り
く
だ
さ
い
〟
な

ん
て
い
や
だ
も
ん
ね
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
入
場
者
数
は
、

初
日
八
二
二
人
、
二
日
目
七
三
三

人
、
三
日
目
五
二
二
人
で
、
合
計

二
〇
七
七
人
。
例
年
に
比
べ
る
と

七
〇
～
八
〇
％
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て
も
遠
方
か
ら

の
お
客
さ
ま
の
足
は
鈍
く
、
最
終
日

の
悪
天
候
も
響
い
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
立
派
な
数
字
だ

と
思
い
ま
す
。

　
出
店
者
と
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
「
大

刀
剣
市
が
最
後
ま
で
何
事
も
な
く
円

滑
に
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
の

思
い
が
天
に
届
い
た
よ
う
で
、
無
事

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
の
開
催
は
十
一
月
十
七
～

十
九
日
の
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
で
、
一
層
活
況
を
呈
す

る
大
刀
剣
市
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。�

��

（
持
田
具
宏
）

　｢

大
刀
剣
市
２
０
２
２
」
の
開
催

に
先
立
ち
、
十
月
十
九
日
、
会
場
と

な
る
港
区
新
橋
の
東
京
美
術
倶
楽
部

に
お
い
て
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
組
合
が
大
刀
剣
市
を
開
催
す
る

意
義
は
、
組
合
員
の
経
済
活
動
を
促

 ｢

大
刀
剣
市
２
０
２
２｣

 

事
前
説
明
会
開
く

｢

大
刀
剣
市
２
０
２
２｣

東
京
美
術
倶
楽
部

三
年
ぶ
り
で�
開
催

を
会
場
に

進
し
て
組
合
員
お
よ
び
業
界
の
経
済

的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
と

も
に
、
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
、
併
せ
て
事
業
を
通
し

て
さ
さ
や
か
な
が
ら
社
会
貢
献
を
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
事
前
説
明
会
を
開
く
趣
旨
と
し
て

は
、
そ
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
出
店
者
が
一
堂
に

会
し
て
一
致
団
結
を
期
す
こ
と
、
さ

ら
に
ご
来
場
者
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
環
境
づ
く
り
や
、
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
を
生
じ
さ
せ
な
い
対
策
の
確
認

な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
今
回
は
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
下
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
監

督
官
庁
か
ら
も
感
染
対
策
に
関
す
る

膨
大
な
指
導
要
綱
が
送
ら
れ
て
き
て

い
ま
し
た
。
事
前
説
明
会
へ
の
出
席

は
、
従
来
か
ら
出
店
条
件
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
。

　
冒
頭
、
深
海
理
事
長
か
ら
、
各
担

当
者
か
ら
の
報
告
や
お
願
い
に
つ
い

て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
三
年
ぶ
り
の

大
刀
剣
市
を
ぜ
ひ
成
功
に
導
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
次
い
で
綱
取
実
行
委
員
長
か
ら
、

今
回
の
説
明
会
の
概
要
と
、
出
店
者

の
会
期
中
の
昼
食
に
関
す
る
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
会
場
側
か
ら
お
客
さ
ま
の
飲

食
の
自
粛
厳
守
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

現
状
で
、
関
係
者
の
食
事
を
い
か
に

確
保
す
る
か
は
、
大
い
に
腐
心
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
嶋
田
理
事
か
ら
は
、
出
店

ブ
ー
ス
に
関
す
る
件
や
、
四
階
食
堂

の
撤
去
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
同
階
の

銘
切
り
実
演
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
伊
波
理
事
か
ら
は
広
告
・
広
報

や
、
最
終
日
に
会
場
周
辺
で
行
わ
れ

る
「
み
な
と
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に

事前説明会で実行委員の説明に耳を傾ける出店者

よ
り
交
通
規
制
が
か
か
る
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
持
田
理
事
か
ら
は
防
犯
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
飯
田
理
事

か
ら
は
カ
タ
ロ
グ
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
カ

タ
ロ
グ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
服

部
理
事
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
土
肥
副
理
事
長
の
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
内
容
の
あ
る
約
一
時

間
の
事
前
説
明
会
を
終
え
て
、
出
店

者
そ
れ
ぞ
れ
が
大
刀
剣
市
を
成
功
さ

せ
る
べ
く
胸
に
誓
い
、
散
会
し
ま
し

た
。�

（
清
水
儀
孝
）
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堂
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本
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◯
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屋
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小
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曻
一

福
隆
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術
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芸

綱
取
　
譲
一
◯

㈱
紀
の
国
屋

佐
孝
　
宗
則
◯

イ
ー
・
ソ
ー
ド

平
子
　
誠
之
◯

㈲
栗
原
金
庫
製
作
所

栗
原
　
春
吉

㈲
濃
州
堂

五
十
嵐
啓
司
◯

古
美
術
刀
剣 

山
城
屋

嶋
田
　
伸
夫
◯

つ
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ぎ
の
屋

冥
賀
　
吉
也
◯

飯
田
高
遠
堂

飯
田
　
慶
雄
◯

刀
剣 

髙
吉
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吉
童
◯

日
本
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輔
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部
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店
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今
日
ほ
ど
「
資
格
」
の
問
わ
れ
る
時

代
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
資
格
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
①
法
律

に
基
づ
き
、
国
や
国
の
委
託
を
受
け
た

機
関
が
認
定
す
る
国
家
資
格
、
②
所
轄

省
庁
や
大
臣
が
認
定
し
た
審
査
基
準
に

基
づ
き
、
地
方
自
治
体
や
公
益
法
人
、

民
間
団
体
等
が
試
験
を
行
い
認
定
す
る

公
的
資
格
、
③
民
間
団
体
や
企
業
が
独

自
の
審
査
基
準
を
設
け
て
認
定
す
る
民

間
資
格
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
数
は
①
＋

②
で
約
一
千
件
、
③
ま
で
含
め
る
と
三

千
～
五
千
件
に
上
る
と
い
う
か
ら
、
ま

さ
に
〝
国
民
総
資
格
社
会
〟
と
も
言
え

よ
う
。

　
資
格
と
は
、
何
ら
か
の
仕
事
を
依
頼

す
る
側
に
と
っ
て
信
用
度
を
推
量
す
る

物
差
し
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
様

化
・
細
分
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
誕

生
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

★
認
定
資
格
創
設
の
経
緯

　
当
組
合
は
、
刀
剣
を
中
心
に
武
家
道

具
全
般
を
扱
う
刀
剣
商
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
た
事
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
そ
の

刀
剣
商
が
日
々
仕
事
の
頼
り
と
し
て
い

る
資
格
は
唯
一
、「
古
物
商
許
可
証
」

で
あ
る
。

　
職
業
分
類
上
、骨
董
商
・

古
美
術
商
の
一
部
と
し
か

見
ら
れ
な
か
っ
た
往
時
の

状
況
を
顧
み
れ
ば
、
刀
剣

商
と
し
て
自
立
し
た
と
は

い
え
、
古
物
営
業
法
が
規

定
す
る
〝
古
物
〟
は
今
や

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
金
券

シ
ョ
ッ
プ
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
レ
ン
タ
ル
店

ま
で
が
古
物
商
に
含
ま
れ
る
。

　
古
物
商
許
可
証
以
外
の
固
有
資
格
な

ど
な
い
か
ら
こ
そ
、
長
年
の
経
験
と
努

力
で
培
わ
れ
た
鑑
識
眼
や
信
用
が
も
の

を
言
う
と
の
声
が
あ
る
一
方
、
一
千
年

の
伝
統
を
有
し
、
わ
が
国
の
工
芸
品
の

中
で
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
最
も
数
多

く
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
刀
が
、
自
称

〝
刀
剣
商
〟
や
○
○
整
理
士
、
△
△
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
っ
て
安
易
に
売
買

さ
れ
、
時
に
は
処
分
さ
れ
て
い
る
現
実

を
見
過
ご
し
て
よ
い
の
か
と
の
危
惧
も

大
き
か
っ
た
。

　
ま
た
、刀
剣
商
の︿
社
会
的
・
経
済
的

地
位
の
向
上
﹀
も
重
要
な
目
標
の
一
つ

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
国
内
外
の
顧
客

と
の
信
頼
構
築
が
一
層
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
、

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
、
長
い
時

間
を
か
け
て
組
合
内
で
議
論
を
重
ね
て

き
た
。

　
そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成
二

十
八
年
五
月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
資
格
認

定
事
業
を
満
場
一
致
で
可
決
。
時
機
到

来
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

★
試
験
の
実
施
か
ら
認
定
・
活
用
ま
で

　
本
資
格
の
目
的
は
「
刀
剣
商
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
刀
剣
の

評
価
・
鑑
定
に
関
す
る
必
要
か
つ
十
分

な
能
力
を
認
定
す
る
事
業
を
通
し
て
、

組
合
員
な
ら
び
に
本
組
合
の
社
会
的
信

頼
と
地
位
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
刀

剣
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」

（
規
約
）
で
あ
る
。

　
試
験
内
容
を
検
討
す
る
上
で
、
刀
剣

商
に
求
め
ら
れ
る
要
件
を
あ
ら
た
め
て

検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
が
事
前
に
想

定
し
た
以
上
に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
主

と
し
て
、
①
刀
剣
、
②
刀
装
・
刀
装
具
、

③
甲
冑
・
武
具
、
④
作
刀
、
⑤
刀
職
、

⑥
評
価
・
鑑
定
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
知

識
、
さ
ら
に
、
⑦
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

取
締
法
ほ
か
関
係
法
令
・
通
達
、
⑧
古

物
営
業
法
、⑨
そ
の
他
法
律
・
通
達
、（
特

定
商
取
引
法
・
消
費
者
契
約
法
な
ど
）

等
も
出
題
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
試
験
の
難
易
度
を
上
げ
て

不
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
の
で
、
出
題
形
式
は
二
肢
択
一

方
式
と
し
、
試

験
時
間
六
十
分
、

百
問
中
八
十
問

に
正
解
す
れ
ば

合
格
と
し
た
。

　
作
問
は
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

委
員
二
十
名
が

そ
れ
ぞ
れ
百
問

ず
つ
持
ち
寄
り
、

全
員
で
内
容
を

検
討
。
度
重
な

る
討
議
の
結
果
、

約
一
千
問
の
精

選
問
題
が
作
成

さ
れ
た
。

　
加
え
て
、そ
の
試
験
問
題
の
公
平
性
・

普
遍
性
を
担
保
す
る
た
め
、
関
係
法
令

を
所
管
す
る
警
察
庁
に
加
え
て
、
業
界

内
で
専
門
知
を
有
す
る
（
公
財
）
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
、（
公
財
）
日
本

刀
文
化
振
興
協
会
、（
一
社
）
日
本
甲

冑
武
具
研
究
保
存
会
に
監
修
を
依
頼

し
、
万
全
を
期
し
た
。

　
受
験
資
格
は
、
入
組
期
間
が
五
年
以

上
の
組
合
員
も
し
く
は
賛
助
会
員
で
、

古
物
商
許
可
証
も
し
く
は
美
術
品
商
許

可
証
取
得
後
五
年
以
上
の
経
験
者
と
し

た
が
、
将
来
を
見
据
え
て
、
資
格
制
限

な
し
の
公
開
模
擬
試
験
を
実
施
。
機
関

紙
『
刀
剣
界
』
で
も
資
格
内
容
を
逐
次

広
報
す
る
と
と
も
に
、
紙
上
模
擬
試
験

も
掲
載
し
て
精
力
的
に
普
及
に
努
め
、

令
和
元
年
四
月
、
第
一
回
の
認
定
試
験

を
実
施
。続
い
て
同
年
六
月
に
第
二
回
、

翌
年
八
月（
コ
ロ
ナ
禍
で
順
延
）第
三
回

と
続
き
、
組
合
が
認
定
す
る
総
勢
五
十

名
の
刀
剣
評
価
鑑
定
士
が
誕
生
し
た
。

　
本
資
格
は
、
日
々
の
営
業
活
動
で
の

Ｐ
Ｒ
活
用
は
も
と
よ
り
、
今
後
は
日
本

刀
を
普
及
・
啓
発
す
る
伝
道
師
と
し
て

の
活
躍
も
国
内
外
で
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

★
最
後
に

　
武
官
は
勇
猛
、
文
官
は
弱
腰
と
も
見

ら
れ
が
ち
だ
が
、
国
も
組
織
も
一
部
の

階
層
だ
け
で
は
維
持
・
存
続
で
き
な
い
。

組
合
運
営
も
、
役
員
・
事
務
局
が
個
々

の
組
合
員
の
商
売
に
は
直
接
関
与
で
き

な
く
と
も
、同
じ
業
界
に
属
す
る
以
上
、

共
通
の
利
益
は
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
ら

を
日
々
発
掘
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

使
命
と
考
え
て
い
る
。

　
当
業
界
に
お
い
て
は
、
何
を
お
い
て

も
刀
剣
の
認
知
度
（
市
場
価
値
）
な
ら

び
に
理
解
度
（
文
化
価
値
）
の
向
上
が

そ
れ
で
あ
る
。一
般
に
は
ま
だ
ま
だ「
日

本
刀
は
危
険
物
」
等
の
見
方
も
残
っ
て

お
り
、
組
合
の
果
た
す
役
割
は
依
然
と

し
て
大
き
い
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
〝
刀
剣
女
子
〟
と

呼
ば
れ
る
若
者
層
に
加
え
て
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
に
刀
剣
を

売
買
す
る
市
場
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
正
確
な
知
識

と
幅
広
い
見
識
を
持
っ
た
刀
剣
評
価
鑑

定
士
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
本
資
格
の
普
及
を
通
じ
、
組
合
員
ひ

い
て
は
世
界
に
誇
る
刀
剣
文
化
の
さ
ら

な
る
飛
躍
と
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

全国中小企業団体中央会
機関誌『中小企業と組合』

〈記事中で掲載された写真〉

｢

刀
剣
評
価
鑑
定
士｣

に
期
待
さ
れ
る
役
割
と

深
海
信
彦

組
合
の
使
命

■
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
東
京
都
中
央
区
新
川
一
│
二
六
│
一
九
）
は
、
わ
が
国
事
業
所
の
大
半
を
占
め
、
か
つ
わ

が
国
経
済
社
会
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
中
小
企
業
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
そ
の
組
織
化
と
連
携
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
わ
が
国
最
大
の
中
小
企
業
団
体
で
あ
り
、
当
組
合
も
会
員
と
し
て
長
年
指
導
を
頂
い
て
き

た
。
そ
の
中
央
会
か
ら
先
ご
ろ
「
会
員
団
体
の
取
り
組
み
の
先
進
事
例
と
し
て
貴
組
合
を
紹
介
し
た
い
の
で
」
と
、
深

海
理
事
長
に
寄
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
傘
下
二
万
七
千
の
組
合
・
団
体
、
約
二
百
三
十
万
企
業
で
購
読
さ
れ

て
い
る
機
関
誌
﹃
中
小
企
業
と
組
合
﹄
一
月
号
へ
の
掲
載
内
容
を
、
原
文
の
ま
ま
、
以
下
に
転
載
す
る
。

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-8-1
TEL 03-3434-4321
FAX 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami
㈱ 日 本 刀 剣

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33
TEL 03-3951-3312
FAX 03-3951-3615

http://www.iidakoendo.com

刀剣・小道具・甲冑武具

飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル

　

aobakk@
pj8.so-net.ne.jp

高 
橋   

一

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
７
４
９
–
４
２
–
２
７
３
６

携
帯

　０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w
w
.goushuya-nihontou.com

小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-8-1
TEL 03-3434-4321
FAX 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami
㈱ 日 本 刀 剣

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33
TEL 03-3951-3312
FAX 03-3951-3615

http://www.iidakoendo.com

刀剣・小道具・甲冑武具

飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄

ア
オ
バ
企
画
㈱

〒
１
３
０
–
０
０
１
２

墨
田
区
大
平
四
–
一
九
–
二
–
一
三
○
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

　○
三
–
三
六
二
二
–
二
二
五
一

メ
ー
ル

　

aobakk@
pj8.so-net.ne.jp

高 

橋   

一

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
７
４
９
–
４
２
–
２
７
３
６

携
帯

　０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w
w
.goushuya-nihontou.com

小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

美
術
刀
剣
、
小
道
具
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

武
器
・
武
具
に
託
さ
れ
た
知
ら
れ
ざ

る
美
の
系
譜
を
た
ど
り
、
精
神
文
化
を

色
濃
く
反
映
し
た
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
ト
と

い
う
文
脈
を
背
景
に
、
厳
選
さ
れ
た
名

品
を
網
羅
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
等
の
知
ら
れ
ざ
る

名
品
も
収
載
し
た
永
久
保
存
版
！
　
３

月
10
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か
ら
発
売
。

■
体
裁
:
Ｂ
４
判
上
製
３
６
８
ペ
ー
ジ

（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）、
別
冊
解
説
編
96

ペ
ー
ジ

■
付
録
:
２
５
７
×
１
０
５
０
㎜
の
カ

ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
２
枚

■
価
格
:
６
０
、０
０
０
円
＋
税
（
７
月

末
日
ま
で
特
別
価
格
:
本
体
５
４
、０
０

０
円
＋
税
）、
〒
別

■
申
し
込
み
:｢

『
刀
剣
界
』
で
見
た｣

と
大
阪
刀
剣
会
吉
井
（
☎
０
６
︱
６
６

３
１
︱
２
２
１
０
）
ま
で

新刊
紹介

国
宝
の
刀
剣
１
０
０
口
、
甲
冑
19
領
を
収
載
す
る
超
豪
華
美
術
書

﹃
名
刀
甲
冑
武
具
大
鑑
﹄小
川
盛
弘
著

試験問題

試験会場の様子

住所：東京都新宿区大久保2丁目18番10号
新宿スカイプラザ1302号

TEL：03-3205-0601
URL：https://www.zentosho.com/
理事長：深海 信彦

組合HP

■「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」導
入
を
前
に

番
号
取
得
の
申
し
込
み
期
限
は
今
年
三
月

　
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
、
消
費
税

の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
、
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
売
上
税
額
か
ら
仕
入
税
額
を
差
し

引
い
た
差
額
を
納
税
す
る
の
が
消
費
税

申
告
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
番

号
を
取
得
し
た
課
税
事
業
者
が
交
付
す

る
適
格
請
求
書
等
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
新
し
い
制
度
ゆ
え
、
最
近
の
新
聞
報

道
で
は
各
要
望
に
よ
る
変
化
も
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
消
費
税
申
告
を
し
て
い
る

方
は
番
号
取
得
が
必
須
な
の
で
、
早
め

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
換
会
市
場
で
は
、
ハ
ガ
ミ
に
番
号

記
載
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、研
磨
や
修
理
の
際
、

今
ま
で
通
り
の
控
除
に
は
支
払
い
先
の

番
号
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
古
物
商
特
例
も
あ
り
、
個
別
案
件
に

は
顧
問
税
理
士
へ
の
相
談
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
事
前
確
認
と
準
備

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
（
伊
波
賢
一
）

刀　剣　界令和5年1月15日発行 第65号

（2）

　
こ
の
度
は
伝
統
と
格
式
の
あ
る
大
刀

剣
市
に
出
店
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
体
験
記
を
と
の
こ
と
で
、
体
験
と
い

う
か
体
感
な
の
で
す
が
、
バ
タ
バ
タ
し

て
い
て
な
ん
だ
か
よ
く
覚
え
て
い
な
い

で
す�

以
上
！�

と
い
う
の
が
本
当
に
正

直
な
話
で
す
。
気
付
い
た
ら
、
最
終
日

の
片
付
け
一
時
間
前
で
し
た
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
雨
で
流
れ
が
そ
う
な
っ
た
だ

け
で
、
晴
れ
て
い
た
ら
最
後
ま
で
バ
タ

バ
タ
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
店
で
の
出
店
は
今
年
が
初
め
て
で

す
が
、
前
回
ま
で
は
搬
入
・
営
業
・
搬

出
と
、
師
匠
の
店
（
刀
剣
は
た
や
）
の

手
伝
い
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
関
し
て
も
、
一
か

ら
作
り
上
げ
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
く
、

ま
ず
は
同
じ
感
じ
、
真
似
で
き
る
と
こ

は
で
き
る
だ
け
真
似
を
し
て
…
の
つ
も

り
で
や
っ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
現
実

に
は
バ
タ
バ
タ
で
し
た
。
思
う
に
、
以

前
は
師
匠
に
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
や
っ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
が
、
今
回
は
自

分
で
考
え
て
自
分
で
決
断
し
て
自
分
で

行
動
し
て
…
と
、
自
分
で
全
部
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
別
段
長
考
す
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
大
し
た
決
断
で
も
な

い
の
で
す
が
、
気
付
く
と
結
構
な
時
間

が
過
ぎ
て
い
て
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
持
っ
て
い
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
バ
タ
バ
タ
な
ん
だ
け
ど
楽
し
い
。
充

実
し
て
い
る
。
あ
の
大
刀
剣
市
に
出
店

す
る
ん
だ
、
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と

楽
し
く
て
嬉
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。

師
匠
の
出
店
を
手
伝
い
な
が
ら
、
自
分

で
大
刀
剣
市
に
出
店
す
る
ま
で
と
言
っ

て
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

と
う
と
う
こ
の
時
が
来
た
ん
だ
！�

と

長
年
の
夢
を
か
な
え
ま
し
た
。

　
売
上
は
出
店
料
と
人
件
費
が
何
と
か

賄
え
る
程
度
で
し
た
が
、
次
の
目
標
①

五
百
万
円
を
売
り
上
げ
る
、
②
重
要
刀

剣
を
扱
う
、
③
一
文
字
を
扱
う
、
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
刀

か
た
な

箱は
こ

師し

と
し
て
刀
の
展
示
ケ
ー
ス
を

製
作
し
て
い
る
中
村
圭
佑
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
、
大
刀
剣
市
に
初
出
店
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
店
に
当
た
り
、
多
く
の
刀
剣
店
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
刀
剣
市
出
店
は
、
私
が
刀
箱
師
と

し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
四
年
前
か

ら
ず
っ
と
目
標
に
し
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
今
回
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
を
頂
け
ま

し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
注
文
も
十
台
ほ
ど
頂
く
こ
と
が
で

き
、
何
よ
り
た
く
さ
ん
の
来
場
者
の
方

と
対
面
で
お
話
で
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
実
り
の
多
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
普
段
、
刀
の
展
示
ケ
ー
ス
を
製

作
す
る
か
た
わ
ら
、
刀
に
つ
い
て
の
ブ

ロ
グ
を
毎
日
書
い
た
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
刀
の
あ
る
暮

ら
し
」
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

素
人
の
視
点
で
刀
の
魅
力
を
多
く
の

方
、
特
に
ま
だ
刀
を
所
持
し
て
い
な
い

初
心
者
の
方
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
め
た
こ
と
で
す
。

　
肌
感
覚
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
内
外

問
わ
ず
今
回
、
私
の
ブ
ー
ス
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
の
七
割
ほ
ど
は
私
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
印
象
で

す
。
あ
ら
た
め
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
重
要
度
を

認
識
し
た
次
第
で
す
。

　
来
ら
れ
た
方
に
は
制
作
し
た
カ
タ
ロ

グ
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
減
り
具
合
か
ら
、
三
日
間
で

お
そ
ら
く
五
百
名
ほ
ど
が
ブ
ー
ス
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
に
は

何
度
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
、「
○
○

店
で
刀
や
刀
装
具
を
買
っ
た
よ
」
と
作

品
を
持
っ
て
き
て
展
示
ケ
ー
ス
に
飾
っ

て
み
る
方
も
多
く
、
私
も
愛
刀
家
の

方
々
と
の
交
流
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　
一
方
、
海
外
で
は
既
に
私
の
刀
展
示

ケ
ー
ス
の
見
た
目
だ
け
を
完
全
に
真
似

た
模
倣
品
を
製
作
し
て
い
る
方
も
お

り
、
そ
の
場
で
細
か
い
情
報
を
吸
い
出

そ
う
と
す
る
方
も
い
ま
し
た
。
こ
の
事

態
は
公
の
場
に
出
す
上
で
予
想
は
し
て

い
た
も
の
の
、
模
倣
品
が
本
歌
を
越
え

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
私
と
し
て
も
張

り
合
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
を
製
作
さ
れ
、
お
互
い
に

競
い
合
い
た
い
も
の
で
す
。

　
来
場
者
の
中
心
は
例
年
六
十
歳
代
以

上
の
男
性
が
多
い
印
象
で
し
た
の
で
、

金
庫
や
刀
簞
笥
で
の
保
管
が
当
た
り
前

と
い
う
感
覚
の
と
こ
ろ
に
、
部
屋
に
刀

身
を
飾
る
と
い
う
試
み
を
提
案
す
る
こ

と
そ
の
も
の
に
、
酷
評
も
多
く
頂
く
だ

ろ
う
と
覚
悟
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
予
想
と
は
裏
腹
に
、
面
白
い
ね
、

良
い
ね
、
綺
麗
だ
ね
、
考
え
ら
れ
て
る

ね
、
な
ど
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

見
を
そ
の
世
代
の
方
か
ら
も
頂
け
た
こ

と
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
刀
と
く
ら
す
。」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
日
常
で
愛
刀

を
楽
し
め
る
空
間
を
作
り
出
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
の
子
供
た
ち
が
日
常
で
刀
の
美
し

さ
に
気
付
け
る
場
所
や
機
会
、
そ
ん
な

偶
然
の
刀
と
の
出
会
い
の
場
を
作
り
広

め
て
い
く
こ
と
が
、
十
年
、
二
十
年
先

の
愛
刀
家
を
生
む
と
、
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。
床
の
間
が
な
く
な
り
、
刀
を
飾

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
の
な
ら
、

今
の
住
宅
に
合
う
も
の
を
作
れ
ば
い
い
。

　
日
本
の
文
化
で
あ
り
、
魂
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
日
本
刀
の
魅
力
を
、
多

く
の
日
本
人
に
も
う
一
度
気
づ
い
て
ほ

し
く
思
い
ま
す
。

　
来
年
も
大
刀
剣
市
に
出
店
し
て
良
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
一

年
も
ま
た
精
進
い
た
し
ま
す
。

出
店
者
か
ら
①

バ
タ
バ
タ
、
ワ
ク
ワ
ク
の
三
日
間

 

美
濃
部
政
人
（
一
文
字
堂
）

出
店
者
か
ら
②

大
刀
剣
市
初
出
店
を
終
え
て
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今
日
ほ
ど
「
資
格
」
の
問
わ
れ
る
時

代
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
資
格
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
①
法
律

に
基
づ
き
、
国
や
国
の
委
託
を
受
け
た

機
関
が
認
定
す
る
国
家
資
格
、
②
所
轄

省
庁
や
大
臣
が
認
定
し
た
審
査
基
準
に

基
づ
き
、
地
方
自
治
体
や
公
益
法
人
、

民
間
団
体
等
が
試
験
を
行
い
認
定
す
る

公
的
資
格
、
③
民
間
団
体
や
企
業
が
独

自
の
審
査
基
準
を
設
け
て
認
定
す
る
民

間
資
格
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
数
は
①
＋

②
で
約
一
千
件
、
③
ま
で
含
め
る
と
三

千
～
五
千
件
に
上
る
と
い
う
か
ら
、
ま

さ
に
〝
国
民
総
資
格
社
会
〟
と
も
言
え

よ
う
。

　
資
格
と
は
、
何
ら
か
の
仕
事
を
依
頼

す
る
側
に
と
っ
て
信
用
度
を
推
量
す
る

物
差
し
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
様

化
・
細
分
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
誕

生
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

★
認
定
資
格
創
設
の
経
緯

　
当
組
合
は
、
刀
剣
を
中
心
に
武
家
道

具
全
般
を
扱
う
刀
剣
商
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
た
事
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
そ
の

刀
剣
商
が
日
々
仕
事
の
頼
り
と
し
て
い

る
資
格
は
唯
一
、「
古
物
商
許
可
証
」

で
あ
る
。

　
職
業
分
類
上
、骨
董
商
・

古
美
術
商
の
一
部
と
し
か

見
ら
れ
な
か
っ
た
往
時
の

状
況
を
顧
み
れ
ば
、
刀
剣

商
と
し
て
自
立
し
た
と
は

い
え
、
古
物
営
業
法
が
規

定
す
る
〝
古
物
〟
は
今
や

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
金
券

シ
ョ
ッ
プ
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
レ
ン
タ
ル
店

ま
で
が
古
物
商
に
含
ま
れ
る
。

　
古
物
商
許
可
証
以
外
の
固
有
資
格
な

ど
な
い
か
ら
こ
そ
、
長
年
の
経
験
と
努

力
で
培
わ
れ
た
鑑
識
眼
や
信
用
が
も
の

を
言
う
と
の
声
が
あ
る
一
方
、
一
千
年

の
伝
統
を
有
し
、
わ
が
国
の
工
芸
品
の

中
で
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
最
も
数
多

く
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
刀
が
、
自
称

〝
刀
剣
商
〟
や
○
○
整
理
士
、
△
△
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
っ
て
安
易
に
売
買

さ
れ
、
時
に
は
処
分
さ
れ
て
い
る
現
実

を
見
過
ご
し
て
よ
い
の
か
と
の
危
惧
も

大
き
か
っ
た
。

　
ま
た
、刀
剣
商
の︿
社
会
的
・
経
済
的

地
位
の
向
上
﹀
も
重
要
な
目
標
の
一
つ

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
国
内
外
の
顧
客

と
の
信
頼
構
築
が
一
層
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
、

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
、
長
い
時

間
を
か
け
て
組
合
内
で
議
論
を
重
ね
て

き
た
。

　
そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成
二

十
八
年
五
月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
資
格
認

定
事
業
を
満
場
一
致
で
可
決
。
時
機
到

来
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

★
試
験
の
実
施
か
ら
認
定
・
活
用
ま
で

　
本
資
格
の
目
的
は
「
刀
剣
商
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
刀
剣
の

評
価
・
鑑
定
に
関
す
る
必
要
か
つ
十
分

な
能
力
を
認
定
す
る
事
業
を
通
し
て
、

組
合
員
な
ら
び
に
本
組
合
の
社
会
的
信

頼
と
地
位
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
刀

剣
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」

（
規
約
）
で
あ
る
。

　
試
験
内
容
を
検
討
す
る
上
で
、
刀
剣

商
に
求
め
ら
れ
る
要
件
を
あ
ら
た
め
て

検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
が
事
前
に
想

定
し
た
以
上
に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
主

と
し
て
、
①
刀
剣
、
②
刀
装
・
刀
装
具
、

③
甲
冑
・
武
具
、
④
作
刀
、
⑤
刀
職
、

⑥
評
価
・
鑑
定
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
知

識
、
さ
ら
に
、
⑦
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

取
締
法
ほ
か
関
係
法
令
・
通
達
、
⑧
古

物
営
業
法
、⑨
そ
の
他
法
律
・
通
達
、（
特

定
商
取
引
法
・
消
費
者
契
約
法
な
ど
）

等
も
出
題
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
試
験
の
難
易
度
を
上
げ
て

不
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
の
で
、
出
題
形
式
は
二
肢
択
一

方
式
と
し
、
試

験
時
間
六
十
分
、

百
問
中
八
十
問

に
正
解
す
れ
ば

合
格
と
し
た
。

　
作
問
は
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

委
員
二
十
名
が

そ
れ
ぞ
れ
百
問

ず
つ
持
ち
寄
り
、

全
員
で
内
容
を

検
討
。
度
重
な

る
討
議
の
結
果
、

約
一
千
問
の
精

選
問
題
が
作
成

さ
れ
た
。

　
加
え
て
、そ
の
試
験
問
題
の
公
平
性
・

普
遍
性
を
担
保
す
る
た
め
、
関
係
法
令

を
所
管
す
る
警
察
庁
に
加
え
て
、
業
界

内
で
専
門
知
を
有
す
る
（
公
財
）
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
、（
公
財
）
日
本

刀
文
化
振
興
協
会
、（
一
社
）
日
本
甲

冑
武
具
研
究
保
存
会
に
監
修
を
依
頼

し
、
万
全
を
期
し
た
。

　
受
験
資
格
は
、
入
組
期
間
が
五
年
以

上
の
組
合
員
も
し
く
は
賛
助
会
員
で
、

古
物
商
許
可
証
も
し
く
は
美
術
品
商
許

可
証
取
得
後
五
年
以
上
の
経
験
者
と
し

た
が
、
将
来
を
見
据
え
て
、
資
格
制
限

な
し
の
公
開
模
擬
試
験
を
実
施
。
機
関

紙
『
刀
剣
界
』
で
も
資
格
内
容
を
逐
次

広
報
す
る
と
と
も
に
、
紙
上
模
擬
試
験

も
掲
載
し
て
精
力
的
に
普
及
に
努
め
、

令
和
元
年
四
月
、
第
一
回
の
認
定
試
験

を
実
施
。続
い
て
同
年
六
月
に
第
二
回
、

翌
年
八
月（
コ
ロ
ナ
禍
で
順
延
）第
三
回

と
続
き
、
組
合
が
認
定
す
る
総
勢
五
十

名
の
刀
剣
評
価
鑑
定
士
が
誕
生
し
た
。

　
本
資
格
は
、
日
々
の
営
業
活
動
で
の

Ｐ
Ｒ
活
用
は
も
と
よ
り
、
今
後
は
日
本

刀
を
普
及
・
啓
発
す
る
伝
道
師
と
し
て

の
活
躍
も
国
内
外
で
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

★
最
後
に

　
武
官
は
勇
猛
、
文
官
は
弱
腰
と
も
見

ら
れ
が
ち
だ
が
、
国
も
組
織
も
一
部
の

階
層
だ
け
で
は
維
持
・
存
続
で
き
な
い
。

組
合
運
営
も
、
役
員
・
事
務
局
が
個
々

の
組
合
員
の
商
売
に
は
直
接
関
与
で
き

な
く
と
も
、同
じ
業
界
に
属
す
る
以
上
、

共
通
の
利
益
は
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
ら

を
日
々
発
掘
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

使
命
と
考
え
て
い
る
。

　
当
業
界
に
お
い
て
は
、
何
を
お
い
て

も
刀
剣
の
認
知
度
（
市
場
価
値
）
な
ら

び
に
理
解
度
（
文
化
価
値
）
の
向
上
が

そ
れ
で
あ
る
。一
般
に
は
ま
だ
ま
だ「
日

本
刀
は
危
険
物
」
等
の
見
方
も
残
っ
て

お
り
、
組
合
の
果
た
す
役
割
は
依
然
と

し
て
大
き
い
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
〝
刀
剣
女
子
〟
と

呼
ば
れ
る
若
者
層
に
加
え
て
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
に
刀
剣
を

売
買
す
る
市
場
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
正
確
な
知
識

と
幅
広
い
見
識
を
持
っ
た
刀
剣
評
価
鑑

定
士
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
本
資
格
の
普
及
を
通
じ
、
組
合
員
ひ

い
て
は
世
界
に
誇
る
刀
剣
文
化
の
さ
ら

な
る
飛
躍
と
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

全国中小企業団体中央会
機関誌『中小企業と組合』

〈記事中で掲載された写真〉

｢

刀
剣
評
価
鑑
定
士｣

に
期
待
さ
れ
る
役
割
と

深
海
信
彦

組
合
の
使
命

■
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
東
京
都
中
央
区
新
川
一
│
二
六
│
一
九
）
は
、
わ
が
国
事
業
所
の
大
半
を
占
め
、
か
つ
わ

が
国
経
済
社
会
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
中
小
企
業
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
そ
の
組
織
化
と
連
携
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
わ
が
国
最
大
の
中
小
企
業
団
体
で
あ
り
、
当
組
合
も
会
員
と
し
て
長
年
指
導
を
頂
い
て
き

た
。
そ
の
中
央
会
か
ら
先
ご
ろ
「
会
員
団
体
の
取
り
組
み
の
先
進
事
例
と
し
て
貴
組
合
を
紹
介
し
た
い
の
で
」
と
、
深

海
理
事
長
に
寄
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
傘
下
二
万
七
千
の
組
合
・
団
体
、
約
二
百
三
十
万
企
業
で
購
読
さ
れ

て
い
る
機
関
誌
﹃
中
小
企
業
と
組
合
﹄
一
月
号
へ
の
掲
載
内
容
を
、
原
文
の
ま
ま
、
以
下
に
転
載
す
る
。
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道
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

武
器
・
武
具
に
託
さ
れ
た
知
ら
れ
ざ

る
美
の
系
譜
を
た
ど
り
、
精
神
文
化
を

色
濃
く
反
映
し
た
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
ト
と

い
う
文
脈
を
背
景
に
、
厳
選
さ
れ
た
名

品
を
網
羅
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
等
の
知
ら
れ
ざ
る

名
品
も
収
載
し
た
永
久
保
存
版
！
　
３

月
10
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か
ら
発
売
。

■
体
裁
:
Ｂ
４
判
上
製
３
６
８
ペ
ー
ジ

（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）、
別
冊
解
説
編
96

ペ
ー
ジ

■
付
録
:
２
５
７
×
１
０
５
０
㎜
の
カ

ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
２
枚

■
価
格
:
６
０
、０
０
０
円
＋
税
（
７
月

末
日
ま
で
特
別
価
格
:
本
体
５
４
、０
０

０
円
＋
税
）、
〒
別

■
申
し
込
み
:｢

『
刀
剣
界
』
で
見
た｣

と
大
阪
刀
剣
会
吉
井
（
☎
０
６
︱
６
６

３
１
︱
２
２
１
０
）
ま
で

新刊
紹介

国
宝
の
刀
剣
１
０
０
口
、
甲
冑
19
領
を
収
載
す
る
超
豪
華
美
術
書

﹃
名
刀
甲
冑
武
具
大
鑑
﹄小
川
盛
弘
著

試験問題

試験会場の様子

住所：東京都新宿区大久保2丁目18番10号
新宿スカイプラザ1302号

TEL：03-3205-0601
URL：https://www.zentosho.com/
理事長：深海 信彦

組合HP

■「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」導
入
を
前
に

番
号
取
得
の
申
し
込
み
期
限
は
今
年
三
月

　
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
、
消
費
税

の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
、
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
売
上
税
額
か
ら
仕
入
税
額
を
差
し

引
い
た
差
額
を
納
税
す
る
の
が
消
費
税

申
告
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
番

号
を
取
得
し
た
課
税
事
業
者
が
交
付
す

る
適
格
請
求
書
等
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
新
し
い
制
度
ゆ
え
、
最
近
の
新
聞
報

道
で
は
各
要
望
に
よ
る
変
化
も
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
消
費
税
申
告
を
し
て
い
る

方
は
番
号
取
得
が
必
須
な
の
で
、
早
め

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
換
会
市
場
で
は
、
ハ
ガ
ミ
に
番
号

記
載
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、研
磨
や
修
理
の
際
、

今
ま
で
通
り
の
控
除
に
は
支
払
い
先
の

番
号
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
古
物
商
特
例
も
あ
り
、
個
別
案
件
に

は
顧
問
税
理
士
へ
の
相
談
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
事
前
確
認
と
準
備

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
（
伊
波
賢
一
）
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公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
（
吉
原
国
家
理
事
長
）
主
催
、
文
化

庁
・
観
光
庁
後
援｢

明
治
天
皇
一
一
〇

年
祭
並
び
に
明
治
天
皇
御
生
誕
一
七
〇

年
記
念
︻
日
本
刀
の
匠
展
︼」
が
、
去

る
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
日

ま
で
、
明
治
神
宮
宝
物
殿
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
十
一
月
三
日
に
は
、
宝
物

殿
正
面
に
て
記
念
式
典
と
奉
納
鍛
錬
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
は
第
十
二
回
「
新
作
日

本
刀
研
磨
外
装
刀
職
技
術
展
覧
会｣

受
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
会

場
に
は
現
代
作
家
に
よ
る
刀
剣
を
は
じ

め
、
刀
装
具
・
研
磨
・
刀
身
彫
刻
な
ど

の
作
品
が
一
堂
に
並
び
ま
し
た
。

　
明
治
神
宮
宝
物
殿
は
、
竣
工
か
ら
百

年
以
上
経
つ
国
の
重
要
文
化
財
で
、
明

治
神
宮
の
厳
か
な
雰
囲
気
と
相
ま
っ
て

趣
の
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
天
皇
の
御
生
誕
日
で
あ
る
こ
の

日
の
奉
納
鍛
錬
で
は
、
初
め
に
月
山
貞

利
刀
匠
に
よ
る
初
打
ち
の
儀
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
奉
納
鍛
錬
と
し
て
実
演

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
め
っ
た
に
見
る
機
会
の
な
い
神
聖
な

鍛
錬
の
様
子
を
、
関
係
者
や
居
合
わ
せ

た
観
客
は
息
を
の
ん
で
、
真
剣
な
面
持

ち
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和

国
大
使
を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
の
来
賓

も
訪
れ
る
な
ど
、
今
や
世
界
に
認
知
さ

れ
た
「
日
本
刀
文
化
」
を
あ
ら
た
め
て

実
感
す
る
一
日
で
し
た
。

　
合
わ
せ
て
二
十
一
日
間
の
展
示
は
、

連
日
秋
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
盛
況
の
う

ち
に
終
わ
り
、
三
千
六
百
名
を
超
え
る

多
く
の
来
館
者
を
数
え
た
と
の
こ
と
。

　
会
場
で
も
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が

多
く
見
ら
れ
、
総
入
場
者
数
の
二
十
％

を
占
め
た
と
か
。
こ
こ
で
も
日
本
刀
に

対
す
る
海
外
か
ら
の
注
目
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
各
刀
職
者
が
交
代
で
案
内

役
と
な
り
、
来
場
客
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
る
な
ど
、
伝
統
技
術
の
継
承
者
た

ち
に
よ
る
展
示
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し

た
試
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
刀
職

者
か
ら
の
説
明
を
生
で
聞
け
る
貴
重
な

機
会
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
大
変
好
評

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
令
和
四
年
は
明
治
天
皇
の
崩
御
か
ら

百
十
年
、
ま
た
御
生
誕
百
七
十
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今
回

の
よ
う
な
日
本
刀
に
関
す
る
展
示
や
、

鍛
錬
行
事
が
明
治
神
宮
で
開
催
さ
れ
る

の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
明
治
天
皇

が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
日
本
刀
の
行
事

を
、
こ
の
よ
う
な
特
別
な
年
に
、
ゆ
か

り
の
施
設
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
刀

剣
界
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
生
野
直
輝
）

　
去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
公
益
財
団

法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井

忠
久
会
長
、
以
下｢

日
刀
保｣

）
主
催

の
令
和
四
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
表
彰

式
が
、
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
高
村
正
彦

元
外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）、

逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
（「
刀
剣
・
和

鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」

幹
事
長
）、
山
田
宏
参
議
院
議
員
（
同

事
務
局
長
）、
本
田
顕
子
参
議
院
議
員

（
同
）、
齋
藤
憲
一
郎
文
化
庁
文
化
財
第

一
課
長
、
深
海
信
彦
全
国
刀
剣
商
業
協

同
組
合
理
事
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行

わ
れ
、
初
め
に
酒
井
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。次
に
来
賓
の
逢
沢
議
員
、

山
田
議
員
、
齋
藤
課
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
主
催
者
の
指
名
で
本
田

議
員
と
深
海
理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
入
る
と
、ま
ず
作
刀
の
太
刀
・

刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
で
高
松
宮

記
念
賞
を
受
賞
し
た
森
國
利
文
さ
ん
に

賞
状
と
賞
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
薫
山
賞
を
木
村
光
宏
さ
ん
、
寒

山
賞
を
髙
橋
祐
哉
さ
ん
、
日
刀
保
会
長

賞
を
北
川
哲
士
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
作
刀
の
短
刀
・
剣
の
部
で
は
、

髙
橋
祐
哉
さ
ん
が
薫
山
賞
を
、
安
藤
祐

介
さ
ん
が
寒
山
賞
を
、彫
金
の
部
で
は
、

栁
川
清
次
さ
ん
が
薫
山
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
研
磨
鎬
造
の
部
で
は
、
文
部
科
学
大

臣
賞
に
各
務
弦
太
さ
ん
、
木
屋
賞
に
是

澤
光
昌
さ
ん
、
竹
屋
賞
に
真
津
仁
彰
さ

ん
、
千
葉
賞
に
松
村
壮
太
郎
さ
ん
、
薫

山
賞
に
森
井
鐵
太
郞
さ
ん
、
寒
山
賞
に

小
川
和
比
古
さ
ん
、
日
刀
保
会
長
賞
に

諸
富
剛
さ
ん
が
選
ば
れ
、
ま
た
同
平
造

の
部
で
は
、寒
山
賞
を
玉
置
城
二
さ
ん
、

日
刀
保
会
長
賞
を
阿
部
義
貞
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
柄
前
の
部
で
は
日
刀
保
会
長
賞
を
久

保
謙
太
郎
さ
ん
が
、
白
銀
の
部
で
は
日

刀
保
会
長
賞
を
三
島
幹
則
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
方
々
は
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
壇
し
、
酒
井

会
長
よ
り
賞
状
と
賞
杯
が
授
与
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
に
は
分
野

ご
と
に
玉
鋼
な
ど
の
副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
審
査
員
か
ら
全
体
の
講
評

が
あ
り
、
作
刀
の
部
で
は
、
例
年
は
刀

匠
の
審
査
員
が
講
評
を
述
べ
る
と
こ

ろ
、
今
回
は
学
識
経
験
者
と
し
て
、
ふ

く
や
ま
美
術
館
館
長
の
原
田
一
敏
審
査

員
と
、
塚
本
美
術
館
館
長
の
三
角
正
人

審
査
員
（
原
田
審
査
員
が
代
読
）
の
両

人
か
ら
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
角
審
査
員
か
ら
は
、
今
年
は
「
令

和
の
名
刀
・
名
工
展
」
も
開
催
さ
れ
、

や
り
く
り
が
大
変
な
方
も
い
る
中
で
昨

年
度
並
み
の
出
品
数
が
あ
っ
た
こ
と
、

年
々
技
術
が
向
上
し
上
下
の
差
が
あ
ま

り
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
審
査

で
最
も
ウ
エ
ー
ト
が
高
い
刃
文
、
刀
姿

や
茎
仕
立
て
な
ど
、
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
も
詳
し
く
指
摘
が
あ
り
、
そ

の
他
、
短
刀
の
み
出
品
さ
れ
た
方
は
太

刀
・
刀
に
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
こ

と
、
無
鑑
査
の
方
は
正
宗
賞
を
目
指
し

て
覇
気
あ
る
作
品
を
見
せ
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
磨
の
部
に
つ
い
て
は
、
臼
木
良
彦

審
査
員
か
ら
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
出

品
が
あ
り
大
変
好
ま
し
い
こ
と
、
近
年

技
術
の
向
上
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
特

に
今
年
の
特
賞
と
優
秀
賞
の
上
位
は
甲

乙
つ
け
が
た
く
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

な
ど
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、下
地
の
悪
い
も
の
が
数
点
あ
っ

た
ほ
か
、
ヒ
ケ
の
入
っ
て
い
る
も
の
も

多
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
注
意
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
刃
取
り
は
深
め

に
取
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
、
谷
は
や

や
深
め
で
も
良
い
が
焼
頭
は
深
く
取
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
な
ど
の
技
術
的
な

ポ
イ
ン
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
か
ら
は
特
賞
を
受
賞
し

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
講
評
を

『
刀
剣
美
術
』
に
掲
載
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
高
松
宮
記
念
賞

を
受
賞
し
た
森
國
利
文
さ
ん
が
答
辞
を

述
べ
ら
れ
、
式
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
滞

り
な
く
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
に
も
喜
び
が
満

ち
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

（
生
野
直
輝
） 重要文化財が会場の展観風景

「現代刀職展」表彰式で挨拶する酒井会長 海外からの来賓を交えた記念の撮影

明
治
天
皇
ゆ
か
り
の
明
治
神
宮
で
初
の
刀
剣
展

日
本
刀
文
化
振
興
協
会「
日
本
刀
の
匠
展
」

各
部
門
の
精
鋭
た
ち
に
栄
誉
を
授
賞

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会「
現
代
刀
職
展
」表
彰
式

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　〝
写
真
文
化
首
都
「
写
真
の
町
」〟
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
す
る
北
海
道
東

川
町
は
、世
界
中
の
人
々
に
開
か
れ
た
、

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
町
の
文
化
芸
術
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
与
で
も
あ
り
、元
文
化
庁
長
官
、

近
藤
文
化
・
外
交
研
究
所
代
表
の
近
藤

誠
一
氏
が
、「
日
本
人
」
を
大
き
な
テ
ー

マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
著
名
人
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
ま
と
め
た
『
近
藤
誠
一
全

集
Ⅱ
』
を
こ
の
ほ
ど
町
が
発
行
、
全
国

の
高
校
に
寄
贈
し
て
い
る
。

　
か
ま
く
ら
春
秋
社
が
制
作
・
発
売
、

定
価
は
税
込
み
三
八
五
〇
円

　
本
書
は
、近
藤
氏
の
視
点
を
通
し
て
、

国
内
外
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
広
く
文
化
芸
術
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
も
の
と
し
、
受
入
団

体
か
ら
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

財
源
を
活
用
し
て
刊
行
し
た
。

　
今
回
の
内
容
は
、
現
代
日
本
の
伝
統

工
芸
を
代
表
す
る
方
々
と
、
日
本
人
が

古
来
よ
り
大
切
に
し
て
き
た
自
然
と
一

体
と
な
っ
た
日
本
人
の
技
と
心
に
迫
る

も
の
。
高
校
生
の
み
な
ら
ず
、
ぜ
ひ
広

く
読
ん
で
ほ
し
い
一
書
。
宮
入
小
左
衛

門
行
平
刀
匠
の
ほ
か
、
次
の
作
家
と
の

対
談
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
室
瀬
和
美
（
漆
芸
家
）・
藤
沼
昇
（
竹

工
芸
作
家
）・
樂
吉
左
衞
門
（
陶
芸
家
）・

佐
々
木
苑
子
（
染
織
家
）・
今
泉
今
右

衛
門
（
陶
芸
家
）・
大
角
幸
枝
（
金
工
）・

森
口
邦
彦
（
染
織
家
）・
須
田
賢
司
（
木

工
芸
家
）・
中
川
衛
（
彫
金
作
家
）・
江

里
康
慧
（
仏
師
）

東
川
町
が﹃
近
藤
誠一全
集
Ⅱ
﹄を

全
国
の
高
校
に
寄
贈

 （公財）日本美術刀剣保存協会の審査事業は、日本刀の調査・
保存を目的に昭和23年より行われています。現在では真偽鑑
定等を主目的とする基本の保存審査を第一義とし、より美術
性の高い格付けを重視した審査として特別保存、さらには重
要・特別重要といった段階を設け、審査を行っています。そ
の中において重要審査は、作品の正真はもちろん、資料性や
健全性も兼備した完成度の高い美術工芸品として国認定の重
要美術品に準ずる優作であることの指定であり、毎年欠かす
ことなく審査は継続され、今日に至っています。日本刀の高い品格と真摯なるくろが
ねの美を、そして刀装・刀装具に表れた工芸美の粋を、心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：1月7日㈯～2月26日㈰

■刀剣博物館
 〒130-0015�東京都墨田区横網１-12-9 
 ☎03-6284-1000 https://www.touken.or.jp/museum/

第68回重要刀剣等新指定展

 黒漆合口腰刀拵―浅く立鼓をとった柄形に黒塗鮫を着せ、
軍配図の出目貫は赤銅地容彫金色絵で、古金工の作と鑑せら
れる。鞘は黒漆無文であり、縁頭、鯉口、栗形、返り角、裏
瓦などの角所は黑漆ですべて無文である。小柄は欠いている
が桃山時代の合口腰刀の様式をよく伝える出来で、侘び寂び
に通じる渋い味わいのある腰刀である。
会期：令和4年12月26日㈪～令和5年3月12日㈰

■柏原美術館
 〒741-0081�山口県岩国市横山2-10-27
 ☎0827-41-0506 https://www.kashiwabara-museum.jp/

特別展示「拵の匠―時代を彩った刀装具」

刀　剣　界令和5年1月15日発行 第65号

（4）

■
進
駐
軍
の
刀
剣
顧
問･

服
部
栄
治

　
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
、

在
野
か
ら
文
部
省
社
会
教
育
局
文
化
課

長
に
抜
擢
さ
れ
、
翌
月
に
は
初
代
の
芸

術
課
長
に
転
任
、
後
に
文
化
庁
の
初
代

長
官
、
国
際
交
流
基
金
の
初
代
理
事
長

を
務
め
た
作
家
・
今こ

ん

日ひ

出で

海み

の
『
吉
田

茂
』
に
、
刀
剣
に
関
し
て
気
に
な
る
記

述
が
あ
る
。
第
一
次
吉
田
内
閣
（
二
十

一
年
五
月
か
ら
の
約
一
年
間
）
の
下
、

今
が
芸
術
課
長
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
…
面
会
人
、
陳
情
者
が
二
六
時
中

訪
ね
て
来
る
。
進
駐
軍
の
命
に
依
り
、

刀
剣
は
召
し
上
げ
ら
れ
た
が
、
家
の
刀

は
家
宝
で
、
昔
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
黄

金
造
り
の
刀
剣
だ
が
、
そ
れ
を
持
ち
去

ら
れ
て
は
先
祖
に
申
訳
が
な
い
と
、
尚

し
ょ
う

侯
（
元
琉
球
王
家
）

爵
が
や
っ
て
来
た
か
と
思
う
と
、
細

川
護
立
侯
も
同
じ
く
、
四
、
五
十
本
の

名
刀
を
持
ち
去
ら
れ
た
と
、
私
の
部
屋

ま
で
尋マ

マ

ね
て
来
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
兵

の
目
に
は
名
刀
も
昭
和
刀
も
区
別
が
な

い
。
海
へ
で
も
捨
て
ら
れ
て
は
一
大
事

だ
。
私
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
こ
の
こ
と
交
渉

に
行
き
、
許
可
証
を
持
っ
て
、
ジ
ー
プ

に
乗
り
、
芝
浦
の
バ
ラ
ッ
ク
へ
刀
剣
探

し
に
出
か
け
た
。
許
可
証
は
政
府
に
返

還
す
る
の
で
、
個
人
に
は
渡
せ
ぬ
と
、

自
由
な
国
に
も
妙
に
官
僚
的
な
奴
が
い

て
、
海
風
の
吹
き
つ
け
る
芝
浦
で
イ

チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
ら
れ
た
。」（
原
文
の

ま
ま
。
以
下
同
）

　
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
不
明
で
、
芝
浦

に
接
収
刀
剣
の
保
管
施
設
が
あ
っ
た
と

い
う
情
報
も
、
初
耳
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
『
特
報
刀
剣
美
術
』（
二

十
三
年
五
月
十
五
日
、
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
発
行
）
に
研
師
の

吉
川
恒
次
郎
が
「
嬉
し
か
っ
た
話
」
と

題
し
、
一
文
を
載
せ
て
い
る
。
そ
こ
に

｢

昨
年
五
月
、
進
駐
軍
か
ら
刀
が
数
万

本
返
還
さ
れ
、
そ
の
中
美
術
的
価
値
の

あ
る
品
は
所
持
者
に
返
す
こ
と
に
な

り
、
私
も
審
査
に
参
り
ま
し
た
。
そ
の

時
警
視
庁
の
方
々
特
に
福
島
警
部
さ
ん

が
埃
り
だ
ら
け
に
な
っ
た
刀
を
汗
を
流

し
流
し
取
扱
っ
て
居
ら
れ
…
」と
あ
る
。

　
ま
た
同
号
で
は
不
岐
山
人
の
名
で
書

か
れ
た
「
誰
も
知
ら
な
い
荒
木
係
長
の

涙
」
の
中
に
「（
接
収
か
ら
）
一
年
近

く
た
っ
て
、
越
中
島
の
米
軍
部
隊
か
ら

返
さ
れ
て
き
た
」
と
あ
り
、
江
東
区
越

中
島
に
駐
留
し
て
い
た
米
軍
か
ら
、
多

く
の
接
収
刀
剣
が
返
還
さ
れ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
鞘
師
で
鑑
定
家
の
小
松
邦
芳

が
「
一
昨
年
十
一
月
よ
り
美
術
刀
剣
の

審
査
を
命
ぜ
ら
れ
、
東
京
、
千
葉
、
茨

城
の
各
地
を
刀
剣
調
べ
を
し
て
歩
き
、

又
昨
年
五
月
よ
り
赤
羽
補
給
所
に
て
約

五
十
万
本
を
先
輩
、
同
志
と
と
も
に
調

べ
て
…
」
と
あ
っ
て
、
二
十
一
年
十
月

か
ら
わ
が
国
に
任
さ
れ
た
刀
剣
審
査
や

赤
羽
刀
と
も
異
な
る
一
件
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
信
さ
れ
る
。
し
か
も
、
赤
羽
刀

の
約
五
千
振
を
は
る
か
に
超
え
る
刀
剣

が
返
還
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
引
き
合
わ
せ
る
と
、
前
書

の
芝
浦
は
、
お
そ
ら
く
越
中
島
の
勘
違

い
で
あ
る
。
接
収
さ
れ
た
細
川
家
の
名

刀
を
求
め
て
、
今
課
長
ら
が
カ
マ
ボ
コ

兵
舎
の
建
ち
並
ぶ
同
地
の
東
京
高
等
商

船
学
校
（
現
在
の
東
京
海
洋
大
学
）
を

訪
れ
、
許
可
証
を
示
し
た
も
の
の
、
返

還
は
日
本
国
に
対
し
て
で
あ
っ
て
個
人

に
で
は
な
い
、
と
引
き
渡
し
は
断
ら
れ

た
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
刀
剣
は
二

十
二
年
五
月
に
な
っ
て
警
視
庁
に
移
送

さ
れ
、
審
査
を
経
て
元
の
所
有
者
に
返

却
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
入
手
し
た

外
交
文
書
の
中
に
「
越
中
島
刀
」
そ
の

も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　｢

二
一
、
三
、
三
〇
内
務
省
横
尾
報

告
　
警
視
庁
管
下
に
於
て
回
収
せ
る
刀

剣
の
其
の
後
の
状
況
」
と
題
す
る
も
の

を
、
以
下
に
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（
原

文
は
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
）。

一�

、
警
視
庁
に
於
て
回
収
し
第
八
軍
に

於
て
保
管
中
の
刀
剣
は
三
月
中
旬
よ

り
第
八
軍
係
官
「
ゲ
ツ
ツ
」
及
び
其

の
同
行
せ
る
日
本
人
鑑
定
人
服
部
英マ

次マ

（
神
田
区
小
川
町
一
ノ
一
）
に
依

り
鑑
定
を
為
さ
れ
た
り
（
警
視
庁
白

石
保
安
課
長
立
会
へ
り
）

二�

、
右
鑑
定
の
結
果
、
刀
剣
（
約
一
万�

本
）
は

 

第
一
級
（
国
宝
、
重
要
美
術
品
）

　
　
一
、
七
七
七
本

 

第
二
級
（
右
に
準
ず
る
も
の
）

　
　
六
、
九
二
〇
本

 
�

第
三
級
（
美
術
品
と
認
め
難
き
も
の

其
他
連
合
軍
に
引
渡
す
べ
き
も
の
）

　
　
約
一
、
三
〇
〇
本

　�

　
に
分
類
せ
ら
れ
、
第
三
級
（
主
と

し
て
軍
装
刀
）
を
第
八
軍
に
引
き
渡

せ
り

三�
、「
ゲ
ツ
ツ
」
は
一
級
二
級
余
り
に

多
し
と
て
再
鑑
定
を
要
す
と
の
意
向

の
如
し

四�

、
服
部
は
従
来
よ
り
第
八
軍
憲
兵
司

令
官
「
カ
ド
ウ
エ
ル
」
の
刀
剣
に
関

す
る
顧
問
役
を
務
め
居
る
も
の
に
し

て
「
ゲ
ツ
ツ
」
は
日
本
政
府
に
於
け

る
再
鑑
定
実
施
の
場
合
に
於
て
も
之

を
参
加
せ
し
め
た
き
旨
申
入
れ
来
れ

り
■
国
宝･

重
美
も
あ
っ
た「
越
中
島
刀
」

　
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
服
部
栄
治
が

第
八
軍
憲
兵
司
令
官
キ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
大

佐
の
刀
剣
に
関
す
る
顧
問
役
と
し
て
回

収
の
審
査
に
関
わ
り
、
日
本
刀
の
救
済

に
貢
献
し
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　
服
部
に
は
『
刀
泉
』
第
八
号
（
二
十

二
年
九
月
）に「
Ｃ･

Ｖ･

キ
ャ
ド
ウ
ェ

ル
大
佐
を
語
る
」
の
寄
稿
が
あ
り
、
そ

こ
に
「
…
某
連
絡
所
か
ら
話
が
あ
り
、

噂
に
聞
く
良
刀
を
適
別
さ
し
て
そ
れ
を

没
収
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
役
で

あ
れ
ば
先
輩
を
差
置
い
て
自
分
が
や
っ

て
も
文
句
が
な
か
ろ
う
と
、
実
は
高
を

括
っ
て
現
場
に
臨
み
…
」
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
も
、
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
な
お
、
前
出
の
文
書
に
は
欄
外
に
手

書
き
で
追
記
が
あ
り
、｢

四
月
二
日（
火
）

九
時
『
ス
タ
ウ
ト
』、
本
間
氏
第
八
軍

保
管
場
所
を
視
察
す
る
由
。
終
連
よ
り

も
同
行
可
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。
ス
タ

ウ
ト
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報
教
育
局
）

に
所
属
す
る
文
化
財
の
専
門
家
で
、
映

画
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ･

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

（
原
作
は
『
ナ
チ
略
奪
美
術
品
を

救
え�

特
殊
部
隊｢

モ
ニ
ュ
メ
ン
ツ･

メ
ン
」
の
戦
争
』）
の
主
人
公
モ
デ
ル

と
も
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ･

Ｌ･

ス
タ
ウ

ト
、
本
文
書
報
告
者
の
横
尾
は
、『
刀

剣
鑑
定
手
帖
』
で
「
内
務
事
務
官
と
し

て
寝
食
を
忘
れ
て
の
尽
力
」
と
絶
賛
さ

れ
て
い
る
横
尾
勇
次
、
警
視
庁
保
安
課

長
は
白
石
又
一
で
あ
る
。
文
部
省
の
本

間
順
治
の
名
も
見
え
る
。

　
服
部
栄
治
は
明
治
三
十
六
年
、
北
海

道
根
室
生
ま
れ
。
昭
和
六
年
、
刀
剣
商

服
部
善
次
郎
の
長
女
冨
美
の
婿
養
子
と

な
り
刀
剣
商
に
。
戦
前
は
軍
の
要
請
に

よ
り
静
岡
県
三
島
や
神
奈
川
県
鎌
倉
天

照
山
で
鍛
刀
所
を
運
営
し
た
。
三
十
二

年
か
ら
『
刀
剣
情
報
』
を
発
行
。
後
年
、

栄
一
を
名
乗
る
。
三
十
六
年
二
月
没
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
連
合
国
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）
か
ら
の
覚
書
に
よ

り
、
回
収
が
始
ま
る
二
十
年
十
月
の
時

点
で
、
民
間
人
所
有
の
刀
剣
で
美
術
の

対
象
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
日
本
政
府

側
に
お
い
て
審
査
の
上
、
所
持
を
許
可

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
東
京
都
の
場
合
は
連
合
国
軍

側
に
て
再
審
査
の
要
あ
り
と
し
、
警
視

庁
に
命
じ
て
国
宝
、
重
要
美
術
品
を
含

む
す
べ
て
の
個
人
所
有
の
刀
剣
を
再
び

回
収
さ
せ
て
い
た
。
約
一
万
本
が
騎
兵

第
七
旅
団
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
は
翌
年

二
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
返
還
に
先
鞭
を
つ
け
た
の

が
服
部
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
服
部
が
鑑
定
し
た
結
果
、
美
術
品
で

あ
っ
て
所
有
者
に
返
還
す
べ
き
と
す
る

一
級
品
・
二
級
品
の
数
が
あ
ま
り
に
多

い
か
ら
再
鑑
定
を
要
す
と
、
第
八
軍
憲

兵
司
令
官
代
理
ゲ
ッ
ツ
中
佐
は
注
文
を

つ
け
て
い
る
が
、
三
月
末
の
時
点
で
日

本
政
府
に
よ
る
再
鑑
定
は
決
定
事
項
で

あ
り
、
そ
こ
に
審
査
員
と
し
て
服
部
を

加
え
よ
と
も
指
示
し
て
い
る
。
ゲ
ッ
ツ

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
武
器
回
収
に
関
す
る
公
式
の
記
録
に

よ
る
と
、
東
京
都
の
場
合
、
二
十
年
十

月
十
日
か
ら
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

の
間
に
、
連
合
国
軍
に
引
き
渡
し
た
刀

剣
二
三
八
八
七
本
、
保
有
許
可
刀
剣
一

〇
二
八
二
本
で
、
保
有
許
可
率
は
三
〇

･

一
％
で
あ
る
。
東
京
都
域
の
接
収
刀

剣
類
の
主
た
る
集
積
場
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
越
中
島
の
約
一
万
本
が
、
右
に

含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、し
か
も
、

保
有
許
可
刀
剣
の
大
半
を
越
中
島
刀
が

占
め
る
と
み
ら
れ
る
。

　
刀
狩
り
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
二
十
一

年
早
々
の
時
点
で
、
い
っ
た
ん
接
収
さ

れ
た
刀
剣
類
が
大
量
に
救
済
さ
れ
た
と

い
う
事
実
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
旧
国
宝

の
名
物
本
庄
正
宗
な
ど
の
名
刀
が
行
方

を
絶
っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
東

京
都
域
で
個
人
が
所
蔵
し
て
い
た
国
宝

や
重
美
、
靖
国
神
社
遊
就
館
に
寄
託
さ

れ
て
い
た
刀
剣
や
細
川
家
蔵
刀
な
ど
の

多
く
が
、
こ
う
し
て
救
済
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。�

（
土
子
民
夫
）

　
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
（
細
川
護

熙
理
事
長
）は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
を

利
用
し
て
「
史
上
最
大
の
キ
リ
シ
タ
ン

一
揆
・
島
原
の
乱
出
陣
の
鎧
／
文
化
財

修
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
。

二
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
支

援
を
募
る
。
目
標
金
額
は
一
千
万
円
。

　
一
昨
年
、
菱
田
春
草
「
黒
き
猫
」
な

ど
の
た
め
に
文
化
財
修
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
支
援
に
よ
っ

て
修
理
を
実
施
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

た
が
、
今
回
は
そ
の
第
二
弾
。

　
南
北
朝
時
代
以
来
の
武
将
の
家
で
あ

る
細
川
家
の
三
代
忠
利
と
四
代
光
尚

が
、寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、島
原
・

天
草
地
方
で
農
民
な
ど
三
万
七
千
人
が

決
起
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆｢

島
原
の

乱｣

で
実
際
に
着
用
し
た
甲
冑
二
領
の

修
理
費
用
に
充
て
る
。

　
主
な
返
礼
品
は
甲
冑
・
刀
剣
ピ
ン

バ
ッ
チ
セ
ッ
ト
や
道
明
製
啄
木
糸
甲
冑

組
紐
マ
ル
チ
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
。
詳
し

い
内
容
と
申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

https://readyfor.jp/projects/
eiseibunko_02

服部栄治氏

甲
冑
修
理
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
開
始

 

歴
史
再
発
見

｢

越
中
島
刀｣

は
い
か
に
し
て
救
済
さ
れ
た
か

■
日
本
の
ア
ー
ト
市
場
調
査

 

文
化
庁
が
全
美
連
に
協
力
を
要
請

　
一
般
社
団
法
人
全
国
美
術
商
連
合
会

（
中
村
純
代
表
理
事
、以
下
全
美
連
）は
、

十
一
月
七
日
の
連
絡
会
議
に
お
い
て
、

文
化
庁
文
化
経
済
・
国
際
課
か
ら
要
請

の
あ
っ
た「
日
本
の
ア
ー
ト
市
場
調
査
」

へ
の
協
力
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
全
美
連
は
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名

古
屋
・
金
沢
の
五
都
美
術
商
協
同
組
合

を
は
じ
め
、
洋
画
・
版
画
・
浮
世
絵
・

現
代
美
術
、
そ
し
て
刀
剣
な
ど
の
各
協

同
組
合
の
組
合
員
か
ら
成
っ
て
お
り
、

業
界
の
維
持
発
展
と
日
本
の
文
化
芸
術

の
振
興
に
寄
与
す
べ
く
、
事
務
局
を
東

京
美
術
倶
楽
部
内
に
設
け
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
国
際
的
な
ア
ー
ト
市
場
調
査
が
世
界

基
準
で
比
較
さ
れ
る
中
、
日
本
の
調
査

方
法
は
十
分
に
評
価
さ
れ
ず
に
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
内
外
で
の
機
会
逸

失
を
避
け
る
た
め
、
国
際
基
準
で
可
視

化
し
、正
し
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
機
会
を
掴
む
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
各
団
体
の
名
簿
を
基
に
組
合
員
へ
案

内
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
既
に

回
答
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
無
記
名
が
可
能
で
も
あ
り
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

（
伊
波
賢
一
）

令和４年12月17日、去る５月に続いて本年２回目
の組合特別交換会を東京美術倶楽部において開
催した。参加者は66名、出来高は67,047,500円。



刀　剣　界令和5年1月15日発行 第65号

（5）

　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
（
吉
原
国
家
理
事
長
）
主
催
、
文
化

庁
・
観
光
庁
後
援｢

明
治
天
皇
一
一
〇

年
祭
並
び
に
明
治
天
皇
御
生
誕
一
七
〇

年
記
念
︻
日
本
刀
の
匠
展
︼」
が
、
去

る
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
日

ま
で
、
明
治
神
宮
宝
物
殿
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
十
一
月
三
日
に
は
、
宝
物

殿
正
面
に
て
記
念
式
典
と
奉
納
鍛
錬
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
は
第
十
二
回
「
新
作
日

本
刀
研
磨
外
装
刀
職
技
術
展
覧
会｣

受
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
会

場
に
は
現
代
作
家
に
よ
る
刀
剣
を
は
じ

め
、
刀
装
具
・
研
磨
・
刀
身
彫
刻
な
ど

の
作
品
が
一
堂
に
並
び
ま
し
た
。

　
明
治
神
宮
宝
物
殿
は
、
竣
工
か
ら
百

年
以
上
経
つ
国
の
重
要
文
化
財
で
、
明

治
神
宮
の
厳
か
な
雰
囲
気
と
相
ま
っ
て

趣
の
あ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
天
皇
の
御
生
誕
日
で
あ
る
こ
の

日
の
奉
納
鍛
錬
で
は
、
初
め
に
月
山
貞

利
刀
匠
に
よ
る
初
打
ち
の
儀
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
奉
納
鍛
錬
と
し
て
実
演

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
め
っ
た
に
見
る
機
会
の
な
い
神
聖
な

鍛
錬
の
様
子
を
、
関
係
者
や
居
合
わ
せ

た
観
客
は
息
を
の
ん
で
、
真
剣
な
面
持

ち
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和

国
大
使
を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
の
来
賓

も
訪
れ
る
な
ど
、
今
や
世
界
に
認
知
さ

れ
た
「
日
本
刀
文
化
」
を
あ
ら
た
め
て

実
感
す
る
一
日
で
し
た
。

　
合
わ
せ
て
二
十
一
日
間
の
展
示
は
、

連
日
秋
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
盛
況
の
う

ち
に
終
わ
り
、
三
千
六
百
名
を
超
え
る

多
く
の
来
館
者
を
数
え
た
と
の
こ
と
。

　
会
場
で
も
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が

多
く
見
ら
れ
、
総
入
場
者
数
の
二
十
％

を
占
め
た
と
か
。
こ
こ
で
も
日
本
刀
に

対
す
る
海
外
か
ら
の
注
目
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
各
刀
職
者
が
交
代
で
案
内

役
と
な
り
、
来
場
客
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
る
な
ど
、
伝
統
技
術
の
継
承
者
た

ち
に
よ
る
展
示
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し

た
試
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
刀
職

者
か
ら
の
説
明
を
生
で
聞
け
る
貴
重
な

機
会
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
大
変
好
評

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
令
和
四
年
は
明
治
天
皇
の
崩
御
か
ら

百
十
年
、
ま
た
御
生
誕
百
七
十
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今
回

の
よ
う
な
日
本
刀
に
関
す
る
展
示
や
、

鍛
錬
行
事
が
明
治
神
宮
で
開
催
さ
れ
る

の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
明
治
天
皇

が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
日
本
刀
の
行
事

を
、
こ
の
よ
う
な
特
別
な
年
に
、
ゆ
か

り
の
施
設
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
刀

剣
界
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
生
野
直
輝
）

　
去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
公
益
財
団

法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井

忠
久
会
長
、
以
下｢

日
刀
保｣

）
主
催

の
令
和
四
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
表
彰

式
が
、
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
高
村
正
彦

元
外
務
大
臣
（
日
刀
保
名
誉
顧
問
）、

逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
（「
刀
剣
・
和

鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」

幹
事
長
）、
山
田
宏
参
議
院
議
員
（
同

事
務
局
長
）、
本
田
顕
子
参
議
院
議
員

（
同
）、
齋
藤
憲
一
郎
文
化
庁
文
化
財
第

一
課
長
、
深
海
信
彦
全
国
刀
剣
商
業
協

同
組
合
理
事
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
午
後
一
時
半
か
ら
執
り
行

わ
れ
、
初
め
に
酒
井
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。次
に
来
賓
の
逢
沢
議
員
、

山
田
議
員
、
齋
藤
課
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
主
催
者
の
指
名
で
本
田

議
員
と
深
海
理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
入
る
と
、ま
ず
作
刀
の
太
刀
・

刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
で
高
松
宮

記
念
賞
を
受
賞
し
た
森
國
利
文
さ
ん
に

賞
状
と
賞
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
薫
山
賞
を
木
村
光
宏
さ
ん
、
寒

山
賞
を
髙
橋
祐
哉
さ
ん
、
日
刀
保
会
長

賞
を
北
川
哲
士
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
作
刀
の
短
刀
・
剣
の
部
で
は
、

髙
橋
祐
哉
さ
ん
が
薫
山
賞
を
、
安
藤
祐

介
さ
ん
が
寒
山
賞
を
、彫
金
の
部
で
は
、

栁
川
清
次
さ
ん
が
薫
山
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
研
磨
鎬
造
の
部
で
は
、
文
部
科
学
大

臣
賞
に
各
務
弦
太
さ
ん
、
木
屋
賞
に
是

澤
光
昌
さ
ん
、
竹
屋
賞
に
真
津
仁
彰
さ

ん
、
千
葉
賞
に
松
村
壮
太
郎
さ
ん
、
薫

山
賞
に
森
井
鐵
太
郞
さ
ん
、
寒
山
賞
に

小
川
和
比
古
さ
ん
、
日
刀
保
会
長
賞
に

諸
富
剛
さ
ん
が
選
ば
れ
、
ま
た
同
平
造

の
部
で
は
、寒
山
賞
を
玉
置
城
二
さ
ん
、

日
刀
保
会
長
賞
を
阿
部
義
貞
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
柄
前
の
部
で
は
日
刀
保
会
長
賞
を
久

保
謙
太
郎
さ
ん
が
、
白
銀
の
部
で
は
日

刀
保
会
長
賞
を
三
島
幹
則
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
方
々
は
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
壇
し
、
酒
井

会
長
よ
り
賞
状
と
賞
杯
が
授
与
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
に
は
分
野

ご
と
に
玉
鋼
な
ど
の
副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
審
査
員
か
ら
全
体
の
講
評

が
あ
り
、
作
刀
の
部
で
は
、
例
年
は
刀

匠
の
審
査
員
が
講
評
を
述
べ
る
と
こ

ろ
、
今
回
は
学
識
経
験
者
と
し
て
、
ふ

く
や
ま
美
術
館
館
長
の
原
田
一
敏
審
査

員
と
、
塚
本
美
術
館
館
長
の
三
角
正
人

審
査
員
（
原
田
審
査
員
が
代
読
）
の
両

人
か
ら
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
角
審
査
員
か
ら
は
、
今
年
は
「
令

和
の
名
刀
・
名
工
展
」
も
開
催
さ
れ
、

や
り
く
り
が
大
変
な
方
も
い
る
中
で
昨

年
度
並
み
の
出
品
数
が
あ
っ
た
こ
と
、

年
々
技
術
が
向
上
し
上
下
の
差
が
あ
ま

り
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
審
査

で
最
も
ウ
エ
ー
ト
が
高
い
刃
文
、
刀
姿

や
茎
仕
立
て
な
ど
、
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
も
詳
し
く
指
摘
が
あ
り
、
そ

の
他
、
短
刀
の
み
出
品
さ
れ
た
方
は
太

刀
・
刀
に
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
こ

と
、
無
鑑
査
の
方
は
正
宗
賞
を
目
指
し

て
覇
気
あ
る
作
品
を
見
せ
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
磨
の
部
に
つ
い
て
は
、
臼
木
良
彦

審
査
員
か
ら
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
出

品
が
あ
り
大
変
好
ま
し
い
こ
と
、
近
年

技
術
の
向
上
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
特

に
今
年
の
特
賞
と
優
秀
賞
の
上
位
は
甲

乙
つ
け
が
た
く
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

な
ど
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、下
地
の
悪
い
も
の
が
数
点
あ
っ

た
ほ
か
、
ヒ
ケ
の
入
っ
て
い
る
も
の
も

多
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
注
意
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
刃
取
り
は
深
め

に
取
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
、
谷
は
や

や
深
め
で
も
良
い
が
焼
頭
は
深
く
取
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
な
ど
の
技
術
的
な

ポ
イ
ン
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
か
ら
は
特
賞
を
受
賞
し

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
講
評
を

『
刀
剣
美
術
』
に
掲
載
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
高
松
宮
記
念
賞

を
受
賞
し
た
森
國
利
文
さ
ん
が
答
辞
を

述
べ
ら
れ
、
式
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
滞

り
な
く
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
に
も
喜
び
が
満

ち
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

（
生
野
直
輝
） 重要文化財が会場の展観風景

「現代刀職展」表彰式で挨拶する酒井会長 海外からの来賓を交えた記念の撮影

明
治
天
皇
ゆ
か
り
の
明
治
神
宮
で
初
の
刀
剣
展

日
本
刀
文
化
振
興
協
会「
日
本
刀
の
匠
展
」

各
部
門
の
精
鋭
た
ち
に
栄
誉
を
授
賞

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会「
現
代
刀
職
展
」表
彰
式

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　〝
写
真
文
化
首
都
「
写
真
の
町
」〟
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
す
る
北
海
道
東

川
町
は
、世
界
中
の
人
々
に
開
か
れ
た
、

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
町
の
文
化
芸
術
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
与
で
も
あ
り
、元
文
化
庁
長
官
、

近
藤
文
化
・
外
交
研
究
所
代
表
の
近
藤

誠
一
氏
が
、「
日
本
人
」
を
大
き
な
テ
ー

マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
著
名
人
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
ま
と
め
た
『
近
藤
誠
一
全

集
Ⅱ
』
を
こ
の
ほ
ど
町
が
発
行
、
全
国

の
高
校
に
寄
贈
し
て
い
る
。

　
か
ま
く
ら
春
秋
社
が
制
作
・
発
売
、

定
価
は
税
込
み
三
八
五
〇
円

　
本
書
は
、近
藤
氏
の
視
点
を
通
し
て
、

国
内
外
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
広
く
文
化
芸
術
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
も
の
と
し
、
受
入
団

体
か
ら
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

財
源
を
活
用
し
て
刊
行
し
た
。

　
今
回
の
内
容
は
、
現
代
日
本
の
伝
統

工
芸
を
代
表
す
る
方
々
と
、
日
本
人
が

古
来
よ
り
大
切
に
し
て
き
た
自
然
と
一

体
と
な
っ
た
日
本
人
の
技
と
心
に
迫
る

も
の
。
高
校
生
の
み
な
ら
ず
、
ぜ
ひ
広

く
読
ん
で
ほ
し
い
一
書
。
宮
入
小
左
衛

門
行
平
刀
匠
の
ほ
か
、
次
の
作
家
と
の

対
談
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
室
瀬
和
美
（
漆
芸
家
）・
藤
沼
昇
（
竹

工
芸
作
家
）・
樂
吉
左
衞
門
（
陶
芸
家
）・

佐
々
木
苑
子
（
染
織
家
）・
今
泉
今
右

衛
門
（
陶
芸
家
）・
大
角
幸
枝
（
金
工
）・

森
口
邦
彦
（
染
織
家
）・
須
田
賢
司
（
木

工
芸
家
）・
中
川
衛
（
彫
金
作
家
）・
江

里
康
慧
（
仏
師
）

東
川
町
が﹃
近
藤
誠一全
集
Ⅱ
﹄を

全
国
の
高
校
に
寄
贈

 （公財）日本美術刀剣保存協会の審査事業は、日本刀の調査・
保存を目的に昭和23年より行われています。現在では真偽鑑
定等を主目的とする基本の保存審査を第一義とし、より美術
性の高い格付けを重視した審査として特別保存、さらには重
要・特別重要といった段階を設け、審査を行っています。そ
の中において重要審査は、作品の正真はもちろん、資料性や
健全性も兼備した完成度の高い美術工芸品として国認定の重
要美術品に準ずる優作であることの指定であり、毎年欠かす
ことなく審査は継続され、今日に至っています。日本刀の高い品格と真摯なるくろが
ねの美を、そして刀装・刀装具に表れた工芸美の粋を、心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：1月7日㈯～2月26日㈰

■刀剣博物館
 〒130-0015�東京都墨田区横網１-12-9 
 ☎03-6284-1000 https://www.touken.or.jp/museum/

第68回重要刀剣等新指定展

 黒漆合口腰刀拵―浅く立鼓をとった柄形に黒塗鮫を着せ、
軍配図の出目貫は赤銅地容彫金色絵で、古金工の作と鑑せら
れる。鞘は黒漆無文であり、縁頭、鯉口、栗形、返り角、裏
瓦などの角所は黑漆ですべて無文である。小柄は欠いている
が桃山時代の合口腰刀の様式をよく伝える出来で、侘び寂び
に通じる渋い味わいのある腰刀である。
会期：令和4年12月26日㈪～令和5年3月12日㈰

■柏原美術館
 〒741-0081�山口県岩国市横山2-10-27
 ☎0827-41-0506 https://www.kashiwabara-museum.jp/

特別展示「拵の匠―時代を彩った刀装具」
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本
紙
第
六
十
三
号
の
「
大
正
生
ま
れ

の
兜
愛
好
家
と
昭
和
生
ま
れ
の
仲
間
た

ち
」
で
少
し
触
れ
た
昭
和
生
ま
れ
の
一

人
、
望
月
隆
司
氏
が
平
成
二
年
に
亡
く

な
っ
た
時
の
話
か
ら
。

　
昨
年
、
選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認

定
さ
れ
た
西
岡
文
夫
氏
は
、
今
活
躍
中

の
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
森
保
一
監
督

を
見
る
と
望
月
氏
を
思
い
出
す
と
言

う
。
一
方
、
俺
は
代
表
か
ら
は
漏
れ
た

が
、
ト
ル
コ
で
活
躍
す
る
Ｍ
Ｆ
中
島
翔

哉
選
手
を
見
る
と
望
月
氏
を
思
い
出

す
。
俺
の
オ
フ
ク
ロ
は
、
望
月
氏
の
前

髪
を
横
に
な
で
つ
け
る
し
ぐ
さ
が
好
き

だ
と
生
前
語
っ
て
い
た
。

　
氏
の
訃
報
が
届
い
た
翌
日
、
東
銀
座

に
あ
っ
た
俺
の
職
場
の
開
店
時
、
異
変

が
起
き
る
。
本
棚
に
あ
っ
た
甲
冑
の
書

籍
が
床
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
の
だ
。
俺

は
望
月
氏
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
来
た

の
だ
、
と
理
解
し
た
。

　
そ
の
週
の
う
ち
に
来
店
し
、
こ
の
話

を
聞
い
て
く
れ
た
の
は
今
回
語
る
竹
村

雅
夫
氏
。
こ
の
竹
村
氏
も
、
同
じ
日
に

超
常
現
象
を
体
験
し
て
い
た
。
風
呂
に

浸
か
っ
て
い
る
と
照
明
が
消
え
、
浴
槽

の
端
か
ら
端
へ
と
光
が
走
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。

　
氏
は
、
望
月
氏
か
ら
の
未
完
の
論
文

「
雪
ノ
下
鍛
冶
」
の
後
を
頼
む
、
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
理
解
し
た
と
言
う
。

　
一
昨
年
、
刀
剣
の
競
売
会
場
で
雪
ノ

下
久
家
在
銘
の
五
枚
胴
を
見
た
時
も
、

調
べ
る
に
つ
れ
こ
の
論
文
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま
だ
自
分
の
中

で
は
金
字
塔
だ
。
ま
た
、
竹
村
氏
の
涙

を
見
た
の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ

け
、
世
の
中
広
し
と
い
え
ど
、
俺
だ
け

か
も
し
れ
な
い
。

　
と
い
う
の
も
、
氏
は
日
本
甲
冑
武
具

研
究
保
存
会
の
審
査
委
員
長
を
務
め
、

甲
冑
の
世
界
で
は
大
変
高
名
な
方
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
我
の
強
さ

か
ら
敵
が
多
い
こ
と
を
容
易
に
想
像
で

き
る
。

　
今
回
の
金
言
は
、
甲
冑
研
究
家
の
笹

間
良
彦
氏
が
晩
年
に
俺
に
悲
し
そ
う
に

つ
ぶ
や
い
た
一
言
。「
僕
も
Ｆ
君
（
想

像
に
任
せ
る
）
も
い
が
み
合
っ
て
き
た

け
れ
ど
、
お
互
い
顔
を
見
れ
ば
す
っ
か

り
年
寄
り
じ
ゃ
な
い
か
、
何
を
や
っ
て

き
た
ん
だ
か
、
寂
し
い
よ
」。
俺
は
こ

の
言
葉
を
、
昨
年
他
界
し
て
し
ま
っ
た

甲
冑
師
の
三
浦
公
法
氏
と
当
時
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
た
竹
村
氏
に
伝
え
、「
年

取
っ
て
か
ら
寂
し
く
な
る
よ
」
と
付
け

加
え
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る

と
「
俺
に
付
い
て
き
た
い
奴
と
付
き

合
っ
て
い
く
だ
け
だ
」
と
自
身
の
人
生

論
？
で
返
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
一
方
で
、
氏
の
雑
談
は
意
外

に
面
白
く
、
当
店
バ
イ
ト
と
「
新
橋
は

し
膳
」
の
か
き
揚
げ
の
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ

う
に
で
か
く
て
、
よ
ほ
ど
大
き
い
鍋
で

揚
げ
な
き
ゃ
な
」
な
ど
と
…
。

　
当
組
合
員
、
神
田
藤
古
堂
の
藤
田
雄

介
氏
と
天
丼
の
研
究
を
重
ね
て
い
る

が
、
も
は
や
遅
し
。
こ
の
店
は
既
に
な

い
ら
し
い
。

　
傑
作
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
し
か
乗
っ

た
こ
と
の
な
い
友
人
に
自
分
の
オ
ー
ト

マ
車
を
運
転
さ
せ
た
話
。
高
速
の
ス

ム
ー
ズ
な
合
流
直
前
に
、
い
き
な
り
左

足
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
れ
慌
て
た
そ
う

だ
が
、
命
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。

　
俺
は
断
言
す
る
。
竹
村
氏
は
長
生
き

す
る
と
。
こ
れ
は
憎
ま
れ
っ
子
の
理
屈

で
は
な
い
。

　
思
い
出
す
最
後
の
雑
談
は
、
ま
た
し

て
も
不
思
議
な
現
象
の
話
。
竹
村
氏
は

子
供
の
こ
ろ
、
無
数
の
蛇
た
ち
が
ド
ラ

ム
缶
く
ら
い
の
山
と
な
り
蠢
き
合
っ
て

い
た
の
を
見
た
と
い
う
。
そ
の
地
域
で

は
「
蛇
塚
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を
見
た

者
は
す
ぐ
に
死
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
氏
は
ま
だ
ま

だ
元
気
だ
。

　
頼
む
皆
、
そ
ん
な
に
憎
ま
な
い
で

や
っ
て
く
れ
。

早
世
し
た
方
と

　
　
長
生
き
す
る
方
と
…綱

取
譲
一

古老に
聴く
第
八
回

｢

刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す

る
議
員
連
盟
」
の
甘
利
明
（
共
同
世
話

人
）・
逢
沢
一
郎
（
幹
事
長
）・
山
田
宏

（
事
務
局
長
）
の
三
名
の
国
会
議
員
が

去
る
九
月
二
十
三
日
、
岡
山
県
瀬
戸
内

市
の
長
船
刀
剣
博
物
館
を
訪
れ
、
開
催

中
の
夏
季
特
別
展
「
長
船
の
系
譜
︱
七

百
年
の
栄
枯
盛
衰
」
を
視
察
、
国
宝
無

銘
一
文
字
「
山
鳥
毛
」
を
は
じ
め
展
示

さ
れ
て
い
る
備
前
の
名
刀
を
熱
心
に
鑑

賞
さ
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
八
日
、
参
議
院
議
員
会

館
で
開
催
さ
れ
た
同
議

連
の
総
会
で
そ
の
詳
細

が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
併
せ
て
、

刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保

存
振
興
に
関
す
る
令
和

五
年
度
の
概
算
要
求
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

刀
剣
関
係
団
体
等
が
行

う
研
修
お
よ
び
た
た
ら

製
鉄
へ
の
支
援
、
刀
剣

類
の
製
作
技
術
者
等
の

人
材
育
成
に
、
前
年
を
上
回
る
総
額
二

七
二
六
万
円
を
計
上
、
満
額
の
達
成
が

申
し
合
わ
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
名
刀
鑑
賞
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
な
お
、
議
連
総
会
に
は
公
益
財
団
法

人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
・
公
益
財

団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
・
全
日

本
刀
匠
会
と
と
も
に
当
組
合
に
も
案
内

を
頂
き
、
深
海
理
事
長
・
清
水
専
務
理

事
・
筆
者
の
三
名
が
出
席
し
た
。

（
土
子
民
夫
）

　
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
は
、
腕
時
計
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
の
最
上
級

ラ
イ
ン
「
Ｍ
Ｒ-

Ｇ
」
の
新
作
と
し
て
、

日
本
刀
の
世
界
観
を
表
現
し
た
「
Ｍ
Ｒ

Ｇ-

Ｂ
２
０
０
０
Ｇ
Ａ
」
を
十
一
月
に

発
売
し
た
。価
格
は
九
十
三
万
五
千
円
。

数
量
は
世
界
限
定
五
百
本
。

　
Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
今
年
四
十
周
年

を
迎
え
る
が
、
そ
の
記
念
モ
デ
ル
の
一

つ
と
し
て
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
鍛
刀
界

の
名
門
「
月
山
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
メ
タ
ル
バ
ン
ド
の
中
駒
に
は
月
山

貞
伸
刀
匠
が
一
つ
一
つ
化
粧
鑢
を
施
す

ほ
か
、「
鍛
」「
錬
」
の
文
字
が
切
ら
れ

る
。
ま
た
、
月
山
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
綾
杉
の
模
様
を
、
ベ
ゼ
ル
の
素
材
や

加
工
、
仕
上
げ
で
表
現
。
独
特
の
模
様

と
色
調
を
生
み
出
す
そ
の
表
情
に
同
じ

も
の
は
な
く
、
一
点
物
に
な
る
。

　
ケ
ー
ス
は
、
純
チ
タ
ン
を
加
熱
処
理

し
た
際
に
現
れ
る
結
晶
模
様
を
施
し
、

刃
文
の
沸
を
表
現
。
深
層
硬
化
処
理
と

チ
タ
ン
カ
ー
バ
イ
ト
処
理
に
よ
り
、
素

材
強
度
と
耐
摩
耗
性
を
高
め
て
い
る
。

　
カ
ラ
ー
は
新
色
と
な
る
ブ
ル
ー
グ

レ
ー
で
、名
刀
の
色
合
い
と
さ
れ
る「
青

み
を
帯
び
た
鉄
色
」を
表
現
し
て
い
る
。

﹁
刀
剣
議
連
﹂三
議
員
が
山
鳥
毛
を
視
察

Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
四
十
周
年
に
日
本
刀
モ
デ
ル
が
登
場

長船刀剣博物館を視察した （左から）
逢沢・甘利・山田の３議員と案内役を
務めた武久顕也瀬戸内市長

G-SHOCKを買うか、
刀を買うか…

　
蒙
古
襲
来
は
、
鎌
倉
時
代
の
文
永
・

弘
安
年
間
、
空
前
絶
後
の
大
帝
国
を

築
い
た
フ
ビ
ラ
イ
が
、
大
軍
を
仕
立

て
、
鎌
倉
後
期
の
日
本
に
攻
め
て
き

た
有
名
な
事
件
で
あ
る
。

武
士
た
ち
の
一
騎
打
ち
は
蒙
古
軍
の

集
団
戦
法
に
は
全
く
通
用
せ
ず
、「
て

つ
は
う
」と
い
う
新
兵
器
に
馬
が
驚
い

て
、
日
本
は
大
苦
戦
。
し
か
し
、
突
如

起
こ
っ
た
大
暴
風
雨
で
蒙
古
軍
は
大
打

撃
を
被
り
、
フ
ビ
ラ
イ
の
野
望
は
つ
い

に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
…
…
こ
の
説
は
、

こ
の
分
野
を
東
大
系
の
先
生
た
ち
を
は
じ

め
と
す
る
専
門
家
が
書
い
た
概
説
書
や
一

般
向
け
の
歴
史
書
に
よ
り
再
三
再
四
説
か

れ
、
も
は
や
鉄
壁
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
服
部
英
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
〝
定
説
〟
は
権
威
主
義
と
際
限
な
き
孫

引
き
に
守
ら
れ
て
き
た
砂
上
の
楼
閣
だ
と

い
う
。
服
部
氏
は
、
白
い
巨
塔
の
先
生
方

が
何
ら
疑
う
こ
と
な
く
採
用
し
た
信
頼
性

の
な
い
史
料
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
百
年

前
の
研
究
者
の
説
を
見
直
し
、
信
頼
性
の

高
い
史
料
、
す
な
わ
ち
、
蒙
古
襲
来
と
同

時
代
の
貴
族
の
日
記
や
、
元
や
高
麗
の
史

料
を
読
み
込
み
、そ
し
て
竹
崎
季
長
の『
蒙

古
襲
来
絵
詞
』
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
定

説
を
突
き
崩
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
精
強
な
蒙
古
軍
を
退
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
偶
々
起
こ
っ
た
暴
風
雨
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
暴
風
雨
を
招
い

た
僧
侶
や
神
社
の
加
持
祈
禱
に
よ
る
も
の

で
も
な
く
、
鎌
倉
武
士
た
ち
の
、
文
字
通

り
、
身
体
を
張
っ
て
の
奮
戦
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
服
部
氏
の
研
究
手
法
は
、
地
名
の
歴
史

的
調
査
・
解
明
、
沈
没
交
易
船
の
調
査
記

録
の
読
み
取
り
、
現
地
の
人
々
へ
の
聴
き

取
り
、
気
象
情
報
の
解
析
な
ど
、
多
彩
で
、

的
確
で
あ
る
。
そ
し
て
論
の
展
開
は
明
快

で
、
文
章
の
テ
ン
ポ
は
軽
快
で
あ
る
。
ま

る
で
名
探
偵
の
な
ぞ
解
き
に
立
ち
会
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
読
ん
で
損
の
な
い
一

書
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
服
部
氏
の
秀
逸
な
論
考
は
、

こ
れ
ま
で
黙
殺
さ
れ
て
き
た
ら
し
い
。
服

部
氏
は
超
一
流
の
歴
史
学
者
で
あ
る
。
異

端
者
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
。そ
れ
で
も
、

教
科
書
に
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
る
定
説
の

力
は
大
き
く
、
異
を
唱
え
る
服
部
氏
の
説

は
不
都
合
な
の
で
、
学
界
か
ら
無
視
さ
れ

て
き
た
ら
し
い
。

　
服
部
氏
が
こ
の
本
を
出
版
し
た
の
は
、

自
説
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
出
版
さ
れ
た
本
書
を
、
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
今
後
、

蒙
古
襲
来
に
関
す
る
歴
史
の
教
科
書
の
記

述
は
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
も

う
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
相
変
わ
ら
ず
な
の
か
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

服
部
氏
は
「
本
研
究
が
抹
殺
さ
れ
な
い
た

め
に
、
著
者
は
最
善
の
手
を
尽
く
す
」
決

意
で
あ
る
。

　
さ
て
、
刀
で
あ
る
。
刀
の
学
説
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
通
説
が
あ
る
。
先
学
が
知
恵
を

絞
っ
た
説
を
、
浅
学
の
筆
者
が
安
易
に
否

定
す
る
気
は
毛
頭
な
い
。
が
、
定
説
の
中

に
は
、
そ
の
本
の
執
筆
者
の
思
い
付
き
で

裏
付
け
が
一
切
な
い
、
砂
上
の
楼
閣
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、実
は
あ
る
の
で
あ
る
。

　「
ま
ず
は
す
べ
て
の
説
を
否
定
し
て
み

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
視
点
や

問
題
点
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
」。
ヨ

ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
『
中
世
の
秋
』
の
名

訳
で
知
ら
れ
る
故
・
堀
越
孝
一
先
生
の
、

飄
々
た
る
口
調
と
笑
顔
が
脳
裏
に
蘇
る
。

　
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
で
あ
る
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
服
部
英
雄
（
は
っ
と
り
・
ひ
で
お
）

一
九
四
九
年
、
名
古
屋
生
ま
れ
。
東
京
大

学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
九
州
大
学
大

学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授
。
名
古

屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。
著
書
に

『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』『
武
士
と
荘
園
支

配
』『
河
原
ノ
者
・
非
人
・
秀
吉
』（
毎
日

出
版
文
化
賞
受
賞
）
な
ど
。「
あ
る
き
／

み
／
き
く
歴
史
学
」
を
提
唱
。

元
寇
撃
退
の
真
因
は"
神
風
"で
は
な
か
っ
た
⁉
 

『
蒙
古
襲
来
』
服
部
英
雄
著

　定
価
二
六
四
〇
円

　山
川
出
版
社

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

故 望月隆司氏

 鞘には白鞘と呼ばれる木地のままの
ものと、塗りが施され柄糸が巻かれた
拵とがあり、いずれも刀身を保護し、
安全に持ち運ぶために必要不可欠な
ものです。
 鞘や拵は、刀身の長さや形状に合
わせて作られます。そのために別の刀
身を収めることは難しく、このことに
関連して「反りが合わない」「元の鞘
に収まる」などの言葉も生まれました。
 本展では、鞘の製作工程を実物資
料で紹介するとともに、現代の鞘師を
代表する故･前田幸作氏（1934-2021）
を作品とともに取り上げます。
【前田幸作】昭和９年、兵庫県姫路市生まれ。
初め花嫁道具や長持ちを製作する指物師と
して活動し、30歳のころ、鞘師に転じる。62
年、日本美術刀剣保存協会の鞘部門で無鑑
査に認定され、平成11年、伝統文化ポーラ
賞を受賞。刀装技術の第一人者として、新
作の拵製作をはじめ、国指定文化財や寺社
に奉納された刀剣類の修復にも携わった。
会期：2月18日㈯～3月23日㈰

■備前長船刀剣博物館
「鞘師 前田幸作の世界」

刀　剣　界令和5年1月15日発行 第65号

（6）

恒
例
の﹁
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
刀
﹂が
話
題
に

　
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
新
年
号
に
剣
道
を
始
め
た
こ

と
を
書
い
た
の
だ
が
、
な
ん
と
現
在
も

継
続
中
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私

が
始
め
た
こ
と
で
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ

た
の
か
、
新
た
に
始
め
た
保
護
者
が
三

人
も
増
え
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、目
下
、

四
人
の
大
人
が
稽
古
を
し
て
い
る
。
大

人
の
部
活
動
の
よ
う
で
、
す
こ
ぶ
る
楽

し
い
。

　
そ
の
中
の
一
人
が
「
大
人
が
自
分
の

目
標
を
持
つ
と
か
、
必
死
に
な
る
と

か
っ
て
、
実
は
な
か
な
か
無
い
し
難
し

い
よ
ね
」
と
言
っ
た
。

　
本
当
に
そ
う
だ
。
そ
の
通
り
だ
。
こ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
、
心
が
震
え

る
よ
う
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
四
人
の
大
人
は
、
二
月
の
昇

段
審
査
で
初
段
合
格
を
目
指
し
て
い
る
。

　
審
査
項
目
に
、「
日
本
剣
道
形
」
が

あ
る
。
太
刀
七
本
、
小
太
刀
三
本
の
計

十
本
で
あ
り
、
初
段
は
太
刀
の
三
本
目

ま
で
だ
。
剣
道
で
必
要
な
こ
と
が
す
べ

て
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
打

ち
太
刀
・
仕
太
刀
の
二
人
で
決
め
ら
れ

た
形
を
行
う
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
ご
く
ご
く
簡
単
に

言
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。

　
そ
の
日
本
剣
道
形
が
、
私
は
本
当
に

苦
手
な
の
だ
。
な
か
な
か
動
き
が
覚
え

ら
れ
ず
、
呑
み
込
め
ず
、
所
作
も
固
く

無
様
な
の
だ
。

　
な
の
に
、
私
以
外
の
三
人
は
ど
ん
ど

ん
進
ん
で
、
最
終
の
小
太
刀
の
三
本
目

ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
早
、
三
人

の
背
中
は
見
え
な
い
。

　
こ
う
な
る
と
、
自
分
が
情
け
な
く
、

悔
し
く
て
悔
し
く
て
泣
け
て
き
た
。
い

や
、
本
気
で
泣
い
た
。

　
そ
れ
で
も
、
先
生
方
に
根
気
よ
く
指

導
を
頂
き
、
何
度
も
や
り
直
し
に
付
き

合
っ
て
く
れ
た
稽
古
仲
間
の
お
か
げ

で
、
よ
う
や
く
小
太
刀
の
三
本
目
ま
で

た
ど
り
着
い
た
。

　
昨
年
の
後
半
は
、
こ
の
日
本
剣
道
形

に
終
始
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
初
段

に
合
格
す
る
こ
と
、
形
を
も
っ
と
流
れ

る
よ
う
に
で
き
る
こ
と
が
目
標
だ
。

　
そ
う
、
私
に
は
目
標
が
あ
る
。

　
大
人
だ
け
ど
、
恥
ず
か
し
げ
も
な
く

必
死
だ
。
そ
ん
な
必
死
の
時
間
、
目
標

が
あ
る
の
は
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
。

　
み
っ
と
も
な
く
と
も
何
だ
ろ
う
と
、

私
は
今
年
も
駆
け
続
け
る
。

新
年
の
道
標

10

石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

　
昭
和
の
時
代
、『
日
本
刀
大
鑑
』『
助

廣
大
鑑
』『
真
改
大
鑑
』『
乕
徹
大
鑒
』『
肥

前
刀
大
鑑
』
な
ど
名
品
を
対
象
と
し
た

大
型
本
が
多
く
上
梓
さ
れ
、
実
物
大
の

写
真
、
押
形
と
諸
先
生
の
解
説
は
研
究

と
鑑
賞
眼
力
向
上
に
大
い
に
貢
献
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
実
物
は
無
理
で
も
本
な

ら
手
が
届
く
こ
と
も
あ
り
、
拙
宅
に
も

何
冊
か
の
大
型
本
が
あ
っ
て
、
住
居
を

占
拠
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
発
達
や
年

相
応
の
筋
力
低
下
も
あ
っ
て
大
型
本
は

埃
を
か
ぶ
り
、
Ａ
４
前
後
の
展
示
会
図

録
と
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
刀
剣
鑑
賞
が
主

に
な
り
、
大
型
本
は
刀
屋
さ
ん
に
引
き

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
刀
剣
博
物
館
の
売
店
で

目
に
し
た
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
資

料
で
す
。
手
帖
は
『
藤
四
郎
大
鑑
』
と

で
も
言
い
た
い
の
で
す
が
、
大
き
さ
は

『
刀
剣
美
術
』
よ
り
一
回
り
小
さ
い
Ａ
５

判
、一
四
八
×
二
一
〇
㎜
、
厚
さ
八
㎜
で
、

気
楽
に
持
ち
運
び
で
き
ま
す
。

　
内
容
は
公
開
情
報
や
展
示
会
情
報
に

基
づ
く
も
の
で
、
御
物
・
国
宝
・
重
文
・

重
美
・
特
重
・
重
要
・
そ
の
他
に
つ
い

て
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
号
・
伝
来
・
所

蔵
元
・
諸
元
・
特
記
が
整
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
一
縮
尺
で
太
刀
・
短
刀
・

剣
を
並
べ
、
刃
長
・
茎
長
・
身
幅
の
相

対
比
較
が
で
き
ま
す
。
茎
と
銘
の
イ
ラ

ス
ト
も
あ
り
、
気
楽
に
吉
光
が
楽
し
め
、

学
べ
る
好
書
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
御
物
二
、国
宝
四
、重
文
九
、

重
美
十
二
、
特
重
七
、
重
要
十
三
、
そ

の
他
八
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
図
鑑
の
方
は
同
じ
Ａ
５
で
厚
さ
は
二

㎜
、
イ
ラ
ス
ト
と
諸
元
に
若
干
の
説
明

の
み
で
す
。

　
著
者
・
発
行
者
の
詳
細
は
不
明
で
す

が
、
藤
四
郎
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
方
と

お
見
受
け
し
ま
し
た
。
な
お
、
二
書
と

も
令
和
三
、
四
年
ご
ろ
に
刀
剣
博
物
館

と
致
道
博
物
館
で
委
託
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
品
切
れ
状
態
で
再
販

予
定
は
な
い
よ
う
で
す
。

（
刀
剣
愛
好
家
鈴
木
光
寿
）

　
往
時
の
人
た
ち
は
今
の
僕
た
ち
よ
り

も
視
力
は
い
い
で
し
ょ
う
し
、〝
鎧
武

者
〟
な
ん
て
明
ら
か
に
非
日
常
な
格
好

な
の
で
、
は
っ
き
り
認
識
し
や
す
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
甲
冑
は
初
め
に
着
る

段
階
で
は
必
ず
き
れ
い
な
状
態
に
し
て

あ
る
と
思
う
の
で
、
単
色
系
統
の
色
合

い
の
甲
冑
で
も
周
囲
か
ら
浮
い
て
映
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
周

囲
の
環
境
に
埋
も
れ
る
よ
う
な
色
合
い

の
甲
冑
は
、
茶
色
系
の
薫
韋
を
用
い
た

も
の
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
よ
く
外
国
の
方
が
制
作
す
る

検
証
動
画
の
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
環

境
に
そ
う
い
っ
た
甲
冑
を
持
っ
て
い
っ

て
確
認
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、

僕
に
は
ち
ょ
っ
と
そ
う
い
っ
た
能
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。
や
ら
な
い
理
由
を
一
つ

だ
け
言
い
訳
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
仮

に
僕
が
そ
う
い
っ
た
検
証
を
し
た
と
こ

ろ
で
、
果
た
し
て
当
時
の
人
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
見
え
る（
=
感
じ
る
）の
か
ど

う
か
は
か
な
り
怪
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
も
そ
も
当
時
の
人
た
ち
と
現
代
の
私

た
ち
と
で
は
、
価
値
観
や
美
意
識
な
ど

多
く
の
部
分
で
違
う
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
少
な
く
と
も
社
会
的
背
景
は
明
ら
か

に
違
い
ま
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
こ
と
を

言
う
と
嫌
な
顔
を
す
る
方
も
い
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
大
陸
の
某
国
の
人
た

ち
の
方
が
現
代
の
私
た
ち
よ
り
も
は
る

か
に
当
時
の
日
本
人
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
灰
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
さ
れ
た
環
境
の
中
で

暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
が
自
然
の
草
花

を
美
し
く
感
じ
る
感
覚
と
、
自
然
環
境

と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
で
生
活
し
て
い

る
当
時
の
人
た
ち
が
草
花
を
愛
で
る
感

性
と
は
異
質
な
も
の
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。
連
想
ゲ
ー
ム
を
し
た
時
に
、
同
じ

も
の
を
見
て
い
て
も
外
国
人
と
日
本
人

甲
冑
の
話
題
│
│
│
17

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

■
訃
報

甲
冑
師
・
三
浦
公
法
氏

　
甲
冑
師
の
三
浦
公
法
（
み
う
ら
・

ひ
ろ
み
ち
）
氏
が
昨
年
七
月
二
十
六

日
、
八
十
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
三
浦
氏
は
二
十
八
歳
で
甲
冑
師

を
志
し
、
以
来
五
十
年
以
上
日
本
甲

冑
の
復
元
模
造
制
作
・
修
復
に
専
念

さ
れ
、
長
年
暮
ら
し
た
板
橋
区
の
登

録
無
形
文
化
財
技
術
保
持
者
に
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
日
吉
神
社
蔵
「
赤

糸
威
鎧
」
や
櫛
引
八
幡
宮
蔵
「
白
糸

威
褄
取
鎧
」、
徳
川
美
術
館
蔵
「
銀

箔
押
長
烏
帽
子
形
兜
」
な
ど
、
有
名

な
本
歌
甲
冑
の
模
造
制
作
を
多
数
残

さ
れ
、
中
世
・
近
世
を
問
わ
ず
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
に
挑
ま
れ
ま
し
た
。

　
制
作
・
修
復
の
み
な
ら
ず
、
海
外

に
お
け
る
日
本
甲
冑
文
化
啓
蒙
に
も

大
変
大
き
な
功
績
が
あ
り
、
昭
和
六

十
年
と
六
十
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ

れ
た
「
日
本
の
変
り
兜
展
」、
平
成

元
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
ユ
ー
ロ
パ
リ
ア
'89
日
本
祭
り
」
に

お
け
る
「
大
名
展
」
で
の
展
示
作
業
、

会
場
に
お
け
る
制
作
実
演
な
ど
に
携

わ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
精
緻
か
つ
入
念
に
作
ら
れ
た
作
品

と
そ
の
素
晴
ら
し
い
業
績
に
い
か
な

る
努
力
と
苦
難
が
あ
っ
た
か
、
畏
敬

の
念
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
昨
年
七
月
二
十
二
日
、
文
化
審
議
会

文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て

選
定
保
存
技
術
の
選
定
お
よ
び
保
持
者

の
認
定
等
に
つ
い
て
文
部
科
学
大
臣
に

答
申
が
あ
り
、
四
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
甲
冑
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
西
岡
文

夫
氏
（
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武
具

研
究
保
存
会
副
会
長
）
が
、
甲
冑
修
理

に
関
す
る
選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
冑
師
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
認
定
を

受
け
た
方
は
、
牧
田
三
郎
氏
・
小
澤
正

実
氏
、
そ
し
て
今
回
の
西
岡
氏
と
三
名

に
な
り
ま
す
。

　
西
岡
氏
は
昭
和
二
十
八
年
生
ま
れ
。

森
田
朝
二
郎
氏
に
師
事
し
て
甲
冑
制

作
・
修
理
を
学
び
、
現
在
三
名
の
弟
子

に
技
術
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
氏
の
甲
冑
修
理
は
、
平
安
・
鎌
倉

期
の
大
鎧
か
ら
当
世
具
足
な
ど
中
近
世

以
降
に
至
る
幅
広
い
時
代
の
甲
冑
に
つ

い
て
、
安
定
し
た
技
術
と
確
か
な
見
識

の
下
に
適
切
な
保
存
処
置
を
施
す
こ
と

で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
日
本
全

国
の
博
物
館
、
社
寺
な
ど
の
甲
冑
を

数
々
修
理
さ
れ
た
実
績
を
有
し
、
現
在

も
横
浜
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

惜しくも品切れに…

資料
紹介

﹃
よ
し
み
つ
手
帖
３
﹄と﹃
よ
し
み
つm

ini

図
鑑
﹄

甲
冑
師
・
西
岡
文
夫
氏
が

選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認
定

と
で
は
回
答
が
違
う
の
と
同
じ
感
じ
で

す
。
あ
え
て
己
の
盆
暗
さ
を
曝
す
よ
う

な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
仮
に
自
分
が

人
里
離
れ
た
土
地
で
自
給
自
足
の
生
活

を
し
て
も
、
彼
ら
の
よ
う
に
草
花
を
愛
で

る
感
覚
を
持
て
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
代
の
日
本
人
と
根
本
的
に
全
く
違

う
当
時
の
日
本
人
が
、
甲
冑
に
限
ら
ず

当
時
の
服
飾
や
建
物
の
装
飾
、
絵
画
作

品
な
ど
諸
々
の
色
彩
を
ど
の
よ
う
に

見
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
捉
え

て
い
た
の
か
？
　
何
故
そ
の
色
彩
を
良

い
と
思
い
、
受
け
入
れ
、
選
択
し
た
の

か
？
　
そ
れ
が
理
解
で
き
た
ら
、
今
よ

り
ち
ょ
っ
ぴ
り
甲
冑
の
見
え
方
が
違
っ

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会
理
事
　
佐
々
木
亮
）

｢

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま

れ
る
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
多
度
郡
琴

平
町
）
は
、
古
く
か
ら
海
上
交
通
の
守

り
神
と
し
て
敬
わ
れ
、
武
人
の
尊
崇
を

集
め
た
所
。
江
戸
時
代
に
は
「
金
刀
比

羅
参
り
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
絵
画
や

刀
剣
の
奉
納
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

　
高
松
市
の
香
南
歴
史
民
俗
郷
土
館
で

は
毎
年
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
香

川
県
支
部
の
協
力
を
得
て
刀
剣
展
を
開

催
し
て
い
る
が
、
昨
年
暮
れ
に
も
県
内

の
収
集
家
ら
が
所
有
す
る
各
時
代
の
刀

を
は
じ
め
、
金
刀
比
羅
宮
の
太
刀
な
ど

計
二
十
振
を
を
紹
介
す
る
「
日
本
刀
展

︱
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
刀
︱
」
を
催
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
金
刀
比
羅
宮
が
所
蔵
す

る
の
は
、
幕
末
～
大
正
期
に
活
躍
し
た

宮
本
包
則
の
作
で
、
伊
勢
神
宮
の
式
年

遷
宮
に
際
し
て
製
作
し
た
宝
剣
と
同
時

に
作
ら
れ
た
も
の
。
拵
と
合
わ
せ
て
希

少
な
作
品
に
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
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本
紙
第
六
十
三
号
の
「
大
正
生
ま
れ

の
兜
愛
好
家
と
昭
和
生
ま
れ
の
仲
間
た

ち
」
で
少
し
触
れ
た
昭
和
生
ま
れ
の
一

人
、
望
月
隆
司
氏
が
平
成
二
年
に
亡
く

な
っ
た
時
の
話
か
ら
。

　
昨
年
、
選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認

定
さ
れ
た
西
岡
文
夫
氏
は
、
今
活
躍
中

の
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
森
保
一
監
督

を
見
る
と
望
月
氏
を
思
い
出
す
と
言

う
。
一
方
、
俺
は
代
表
か
ら
は
漏
れ
た

が
、
ト
ル
コ
で
活
躍
す
る
Ｍ
Ｆ
中
島
翔

哉
選
手
を
見
る
と
望
月
氏
を
思
い
出

す
。
俺
の
オ
フ
ク
ロ
は
、
望
月
氏
の
前

髪
を
横
に
な
で
つ
け
る
し
ぐ
さ
が
好
き

だ
と
生
前
語
っ
て
い
た
。

　
氏
の
訃
報
が
届
い
た
翌
日
、
東
銀
座

に
あ
っ
た
俺
の
職
場
の
開
店
時
、
異
変

が
起
き
る
。
本
棚
に
あ
っ
た
甲
冑
の
書

籍
が
床
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
の
だ
。
俺

は
望
月
氏
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
来
た

の
だ
、
と
理
解
し
た
。

　
そ
の
週
の
う
ち
に
来
店
し
、
こ
の
話

を
聞
い
て
く
れ
た
の
は
今
回
語
る
竹
村

雅
夫
氏
。
こ
の
竹
村
氏
も
、
同
じ
日
に

超
常
現
象
を
体
験
し
て
い
た
。
風
呂
に

浸
か
っ
て
い
る
と
照
明
が
消
え
、
浴
槽

の
端
か
ら
端
へ
と
光
が
走
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。

　
氏
は
、
望
月
氏
か
ら
の
未
完
の
論
文

「
雪
ノ
下
鍛
冶
」
の
後
を
頼
む
、
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
理
解
し
た
と
言
う
。

　
一
昨
年
、
刀
剣
の
競
売
会
場
で
雪
ノ

下
久
家
在
銘
の
五
枚
胴
を
見
た
時
も
、

調
べ
る
に
つ
れ
こ
の
論
文
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま
だ
自
分
の
中

で
は
金
字
塔
だ
。
ま
た
、
竹
村
氏
の
涙

を
見
た
の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ

け
、
世
の
中
広
し
と
い
え
ど
、
俺
だ
け

か
も
し
れ
な
い
。

　
と
い
う
の
も
、
氏
は
日
本
甲
冑
武
具

研
究
保
存
会
の
審
査
委
員
長
を
務
め
、

甲
冑
の
世
界
で
は
大
変
高
名
な
方
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
我
の
強
さ

か
ら
敵
が
多
い
こ
と
を
容
易
に
想
像
で

き
る
。

　
今
回
の
金
言
は
、
甲
冑
研
究
家
の
笹

間
良
彦
氏
が
晩
年
に
俺
に
悲
し
そ
う
に

つ
ぶ
や
い
た
一
言
。「
僕
も
Ｆ
君
（
想

像
に
任
せ
る
）
も
い
が
み
合
っ
て
き
た

け
れ
ど
、
お
互
い
顔
を
見
れ
ば
す
っ
か

り
年
寄
り
じ
ゃ
な
い
か
、
何
を
や
っ
て

き
た
ん
だ
か
、
寂
し
い
よ
」。
俺
は
こ

の
言
葉
を
、
昨
年
他
界
し
て
し
ま
っ
た

甲
冑
師
の
三
浦
公
法
氏
と
当
時
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
た
竹
村
氏
に
伝
え
、「
年

取
っ
て
か
ら
寂
し
く
な
る
よ
」
と
付
け

加
え
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る

と
「
俺
に
付
い
て
き
た
い
奴
と
付
き

合
っ
て
い
く
だ
け
だ
」
と
自
身
の
人
生

論
？
で
返
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
一
方
で
、
氏
の
雑
談
は
意
外

に
面
白
く
、
当
店
バ
イ
ト
と
「
新
橋
は

し
膳
」
の
か
き
揚
げ
の
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ

う
に
で
か
く
て
、
よ
ほ
ど
大
き
い
鍋
で

揚
げ
な
き
ゃ
な
」
な
ど
と
…
。

　
当
組
合
員
、
神
田
藤
古
堂
の
藤
田
雄

介
氏
と
天
丼
の
研
究
を
重
ね
て
い
る

が
、
も
は
や
遅
し
。
こ
の
店
は
既
に
な

い
ら
し
い
。

　
傑
作
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
し
か
乗
っ

た
こ
と
の
な
い
友
人
に
自
分
の
オ
ー
ト

マ
車
を
運
転
さ
せ
た
話
。
高
速
の
ス

ム
ー
ズ
な
合
流
直
前
に
、
い
き
な
り
左

足
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
れ
慌
て
た
そ
う

だ
が
、
命
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。

　
俺
は
断
言
す
る
。
竹
村
氏
は
長
生
き

す
る
と
。
こ
れ
は
憎
ま
れ
っ
子
の
理
屈

で
は
な
い
。

　
思
い
出
す
最
後
の
雑
談
は
、
ま
た
し

て
も
不
思
議
な
現
象
の
話
。
竹
村
氏
は

子
供
の
こ
ろ
、
無
数
の
蛇
た
ち
が
ド
ラ

ム
缶
く
ら
い
の
山
と
な
り
蠢
き
合
っ
て

い
た
の
を
見
た
と
い
う
。
そ
の
地
域
で

は
「
蛇
塚
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を
見
た

者
は
す
ぐ
に
死
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
氏
は
ま
だ
ま

だ
元
気
だ
。

　
頼
む
皆
、
そ
ん
な
に
憎
ま
な
い
で

や
っ
て
く
れ
。

早
世
し
た
方
と

　
　
長
生
き
す
る
方
と
…綱

取
譲
一

古老に
聴く
第
八
回

｢

刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す

る
議
員
連
盟
」
の
甘
利
明
（
共
同
世
話

人
）・
逢
沢
一
郎
（
幹
事
長
）・
山
田
宏

（
事
務
局
長
）
の
三
名
の
国
会
議
員
が

去
る
九
月
二
十
三
日
、
岡
山
県
瀬
戸
内

市
の
長
船
刀
剣
博
物
館
を
訪
れ
、
開
催

中
の
夏
季
特
別
展
「
長
船
の
系
譜
︱
七

百
年
の
栄
枯
盛
衰
」
を
視
察
、
国
宝
無

銘
一
文
字
「
山
鳥
毛
」
を
は
じ
め
展
示

さ
れ
て
い
る
備
前
の
名
刀
を
熱
心
に
鑑

賞
さ
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
八
日
、
参
議
院
議
員
会

館
で
開
催
さ
れ
た
同
議

連
の
総
会
で
そ
の
詳
細

が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
併
せ
て
、

刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保

存
振
興
に
関
す
る
令
和

五
年
度
の
概
算
要
求
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

刀
剣
関
係
団
体
等
が
行

う
研
修
お
よ
び
た
た
ら

製
鉄
へ
の
支
援
、
刀
剣

類
の
製
作
技
術
者
等
の

人
材
育
成
に
、
前
年
を
上
回
る
総
額
二

七
二
六
万
円
を
計
上
、
満
額
の
達
成
が

申
し
合
わ
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
名
刀
鑑
賞
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
な
お
、
議
連
総
会
に
は
公
益
財
団
法

人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
・
公
益
財

団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
・
全
日

本
刀
匠
会
と
と
も
に
当
組
合
に
も
案
内

を
頂
き
、
深
海
理
事
長
・
清
水
専
務
理

事
・
筆
者
の
三
名
が
出
席
し
た
。

（
土
子
民
夫
）

　
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
は
、
腕
時
計
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
の
最
上
級

ラ
イ
ン
「
Ｍ
Ｒ-

Ｇ
」
の
新
作
と
し
て
、

日
本
刀
の
世
界
観
を
表
現
し
た
「
Ｍ
Ｒ

Ｇ-

Ｂ
２
０
０
０
Ｇ
Ａ
」
を
十
一
月
に

発
売
し
た
。価
格
は
九
十
三
万
五
千
円
。

数
量
は
世
界
限
定
五
百
本
。

　
Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
今
年
四
十
周
年

を
迎
え
る
が
、
そ
の
記
念
モ
デ
ル
の
一

つ
と
し
て
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
鍛
刀
界

の
名
門
「
月
山
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
メ
タ
ル
バ
ン
ド
の
中
駒
に
は
月
山

貞
伸
刀
匠
が
一
つ
一
つ
化
粧
鑢
を
施
す

ほ
か
、「
鍛
」「
錬
」
の
文
字
が
切
ら
れ

る
。
ま
た
、
月
山
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
綾
杉
の
模
様
を
、
ベ
ゼ
ル
の
素
材
や

加
工
、
仕
上
げ
で
表
現
。
独
特
の
模
様

と
色
調
を
生
み
出
す
そ
の
表
情
に
同
じ

も
の
は
な
く
、
一
点
物
に
な
る
。

　
ケ
ー
ス
は
、
純
チ
タ
ン
を
加
熱
処
理

し
た
際
に
現
れ
る
結
晶
模
様
を
施
し
、

刃
文
の
沸
を
表
現
。
深
層
硬
化
処
理
と

チ
タ
ン
カ
ー
バ
イ
ト
処
理
に
よ
り
、
素

材
強
度
と
耐
摩
耗
性
を
高
め
て
い
る
。

　
カ
ラ
ー
は
新
色
と
な
る
ブ
ル
ー
グ

レ
ー
で
、名
刀
の
色
合
い
と
さ
れ
る「
青

み
を
帯
び
た
鉄
色
」を
表
現
し
て
い
る
。

﹁
刀
剣
議
連
﹂三
議
員
が
山
鳥
毛
を
視
察

Ｇ-

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
四
十
周
年
に
日
本
刀
モ
デ
ル
が
登
場

長船刀剣博物館を視察した （左から）
逢沢・甘利・山田の３議員と案内役を
務めた武久顕也瀬戸内市長

G-SHOCKを買うか、
刀を買うか…

　
蒙
古
襲
来
は
、
鎌
倉
時
代
の
文
永
・

弘
安
年
間
、
空
前
絶
後
の
大
帝
国
を

築
い
た
フ
ビ
ラ
イ
が
、
大
軍
を
仕
立

て
、
鎌
倉
後
期
の
日
本
に
攻
め
て
き

た
有
名
な
事
件
で
あ
る
。

武
士
た
ち
の
一
騎
打
ち
は
蒙
古
軍
の

集
団
戦
法
に
は
全
く
通
用
せ
ず
、「
て

つ
は
う
」と
い
う
新
兵
器
に
馬
が
驚
い

て
、
日
本
は
大
苦
戦
。
し
か
し
、
突
如

起
こ
っ
た
大
暴
風
雨
で
蒙
古
軍
は
大
打

撃
を
被
り
、
フ
ビ
ラ
イ
の
野
望
は
つ
い

に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
…
…
こ
の
説
は
、

こ
の
分
野
を
東
大
系
の
先
生
た
ち
を
は
じ

め
と
す
る
専
門
家
が
書
い
た
概
説
書
や
一

般
向
け
の
歴
史
書
に
よ
り
再
三
再
四
説
か

れ
、
も
は
や
鉄
壁
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
服
部
英
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
〝
定
説
〟
は
権
威
主
義
と
際
限
な
き
孫

引
き
に
守
ら
れ
て
き
た
砂
上
の
楼
閣
だ
と

い
う
。
服
部
氏
は
、
白
い
巨
塔
の
先
生
方

が
何
ら
疑
う
こ
と
な
く
採
用
し
た
信
頼
性

の
な
い
史
料
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
百
年

前
の
研
究
者
の
説
を
見
直
し
、
信
頼
性
の

高
い
史
料
、
す
な
わ
ち
、
蒙
古
襲
来
と
同

時
代
の
貴
族
の
日
記
や
、
元
や
高
麗
の
史

料
を
読
み
込
み
、そ
し
て
竹
崎
季
長
の『
蒙

古
襲
来
絵
詞
』
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
定

説
を
突
き
崩
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
精
強
な
蒙
古
軍
を
退
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
偶
々
起
こ
っ
た
暴
風
雨
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
暴
風
雨
を
招
い

た
僧
侶
や
神
社
の
加
持
祈
禱
に
よ
る
も
の

で
も
な
く
、
鎌
倉
武
士
た
ち
の
、
文
字
通

り
、
身
体
を
張
っ
て
の
奮
戦
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
服
部
氏
の
研
究
手
法
は
、
地
名
の
歴
史

的
調
査
・
解
明
、
沈
没
交
易
船
の
調
査
記

録
の
読
み
取
り
、
現
地
の
人
々
へ
の
聴
き

取
り
、
気
象
情
報
の
解
析
な
ど
、
多
彩
で
、

的
確
で
あ
る
。
そ
し
て
論
の
展
開
は
明
快

で
、
文
章
の
テ
ン
ポ
は
軽
快
で
あ
る
。
ま

る
で
名
探
偵
の
な
ぞ
解
き
に
立
ち
会
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
読
ん
で
損
の
な
い
一

書
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
服
部
氏
の
秀
逸
な
論
考
は
、

こ
れ
ま
で
黙
殺
さ
れ
て
き
た
ら
し
い
。
服

部
氏
は
超
一
流
の
歴
史
学
者
で
あ
る
。
異

端
者
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
。そ
れ
で
も
、

教
科
書
に
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
る
定
説
の

力
は
大
き
く
、
異
を
唱
え
る
服
部
氏
の
説

は
不
都
合
な
の
で
、
学
界
か
ら
無
視
さ
れ

て
き
た
ら
し
い
。

　
服
部
氏
が
こ
の
本
を
出
版
し
た
の
は
、

自
説
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
出
版
さ
れ
た
本
書
を
、
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
今
後
、

蒙
古
襲
来
に
関
す
る
歴
史
の
教
科
書
の
記

述
は
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
も

う
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
相
変
わ
ら
ず
な
の
か
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

服
部
氏
は
「
本
研
究
が
抹
殺
さ
れ
な
い
た

め
に
、
著
者
は
最
善
の
手
を
尽
く
す
」
決

意
で
あ
る
。

　
さ
て
、
刀
で
あ
る
。
刀
の
学
説
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
通
説
が
あ
る
。
先
学
が
知
恵
を

絞
っ
た
説
を
、
浅
学
の
筆
者
が
安
易
に
否

定
す
る
気
は
毛
頭
な
い
。
が
、
定
説
の
中

に
は
、
そ
の
本
の
執
筆
者
の
思
い
付
き
で

裏
付
け
が
一
切
な
い
、
砂
上
の
楼
閣
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、実
は
あ
る
の
で
あ
る
。

　「
ま
ず
は
す
べ
て
の
説
を
否
定
し
て
み

る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
視
点
や

問
題
点
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
」。
ヨ

ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
『
中
世
の
秋
』
の
名

訳
で
知
ら
れ
る
故
・
堀
越
孝
一
先
生
の
、

飄
々
た
る
口
調
と
笑
顔
が
脳
裏
に
蘇
る
。

　
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
で
あ
る
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
服
部
英
雄
（
は
っ
と
り
・
ひ
で
お
）

一
九
四
九
年
、
名
古
屋
生
ま
れ
。
東
京
大

学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
九
州
大
学
大

学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授
。
名
古

屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。
著
書
に

『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』『
武
士
と
荘
園
支

配
』『
河
原
ノ
者
・
非
人
・
秀
吉
』（
毎
日

出
版
文
化
賞
受
賞
）
な
ど
。「
あ
る
き
／

み
／
き
く
歴
史
学
」
を
提
唱
。

元
寇
撃
退
の
真
因
は"
神
風
"で
は
な
か
っ
た
⁉
 

『
蒙
古
襲
来
』
服
部
英
雄
著

　定
価
二
六
四
〇
円

　山
川
出
版
社

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

故 望月隆司氏

 鞘には白鞘と呼ばれる木地のままの
ものと、塗りが施され柄糸が巻かれた
拵とがあり、いずれも刀身を保護し、
安全に持ち運ぶために必要不可欠な
ものです。
 鞘や拵は、刀身の長さや形状に合
わせて作られます。そのために別の刀
身を収めることは難しく、このことに
関連して「反りが合わない」「元の鞘
に収まる」などの言葉も生まれました。
 本展では、鞘の製作工程を実物資
料で紹介するとともに、現代の鞘師を
代表する故･前田幸作氏（1934-2021）
を作品とともに取り上げます。
【前田幸作】昭和９年、兵庫県姫路市生まれ。
初め花嫁道具や長持ちを製作する指物師と
して活動し、30歳のころ、鞘師に転じる。62
年、日本美術刀剣保存協会の鞘部門で無鑑
査に認定され、平成11年、伝統文化ポーラ
賞を受賞。刀装技術の第一人者として、新
作の拵製作をはじめ、国指定文化財や寺社
に奉納された刀剣類の修復にも携わった。
会期：2月18日㈯～3月23日㈰

■備前長船刀剣博物館
「鞘師 前田幸作の世界」
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組合こよみ（令和４年４～12月）
４月４日 銀座長州屋において『刀剣界』
第63号編集委員会を開催（再校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事
長・清水専務理事・土子民夫氏
６日 服部副理事長と清水専務理事が刀剣
評価査定のため静岡県磐田市に出張
７日 刀剣評価査定のため嶋田常務理事と
生野理事が来所
７日 東京美術倶楽部において開催された
全国美術商連合会理事会に伊波副理事長
が出席
12日 参議院議員会館において開催された
「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」
総会に深海理事長・伊波副理事長・清水
専務理事が出席
16日 東京美術倶楽部において第36期第１
回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・赤
荻理事・飯田理事・大平理事・生野理事・
松本理事・冥賀理事・大西監事・冥賀監事・
土子氏・（事務局）有山・濱﨑
16日 大西監事・冥賀監事が会計監査
28日 刀剣評価査定のため清水専務理事と
嶋田常務理事が来所
５月12日 （公財）日本美術刀剣保存協会よ
り「令和の名刀・名工展」（8月6日～）の後
援依頼（承諾）
13日 刀剣評価査定のため清水専務理事と
嶋田常務理事が来所
17日 東京美術倶楽部において第35回通常
総会を開催。出席者63名、委任状67名、
合計142名
17日 東京美術倶楽部において特別交換会
を開催。参加73名、出来高42,613,500円
17日 東京美術倶楽部において第36期第２
回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱
取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平
理事・佐藤理事・生野理事・瀬下理事・
松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・
大西監事・冥賀監事
17日 東京美術倶楽部において『全刀商』
編集委員会を開催（企画）。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服
部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理
事・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・
大平理事・佐藤理事・生野理事・瀬下理事・
松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・
大西監事・冥賀監事・土子氏
６月７日 ホテルニューオータニにおいて
開催された信和会政経セミナーに服部副
理事長と清水専務理事が出席
13日 刀剣評価査定のため服部副理事長と
清水専務理事が来所
16日 東京美術倶楽部において第36期第３
回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱
取常務理事・赤荻理事・大平理事・佐藤
理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・
冥賀理事・持田理事・吉井理事・冥賀監事・
飯田相談役・（事務局）濱﨑
16日 東京美術倶楽部において『全刀商』
編集委員会を開催（初校）。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・土肥副理事長・服
部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理
事・綱取常務理事・赤荻理事・飯田理事・
大平理事・佐藤理事・生野理事・瀬下理事・
松本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・
土子氏
16日 （公財）日本刀文化振興協会より「日本
刀の匠展」（10月29日～）の後援依頼（承諾）
22日 深海理事長・清水専務理事・嶋田常
務理事が警察庁生活安全課を訪問
27日 東京美術倶楽部において開催された
インボイス説明会に事務局・濱﨑が出席
７月12日 東京美術倶楽部において第36期
第４回理事会・大刀剣市実行委員会を開
催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
土肥副理事長・清水専務理事・嶋田常務
理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・
生野理事・瀬下理事・冥賀理事・持田理事・
冥賀監事・飯田相談役
12日 東京美術倶楽部において『全刀商』
編集委員会を開催（再校）。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・土肥副理事長・清
水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理
事・飯田理事・大平理事・生野理事・瀬
下理事・冥賀理事・持田理事・冥賀監事・
飯田相談役・土子氏
22日 刀剣評価査定のため綱取常務理事と
生野理事が横浜市に出張
25日～８月６日 藤代スタジオにおいて大
刀剣市カタログ用の写真撮影
30日 新橋プラザビル1401号室において臨

時理事会・大刀剣市実行委員会を開催。
出席者、深海理事長・伊波副理事長・服
部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理
事・綱取常務理事・飯田理事・生野理事・
瀬下理事・松本理事・土子氏・（事務局）
濱﨑

８月５日 第一ホテル両国で開催された「令
和の名刀・名工展」表彰式に深海理事長
が来賓として出席

８～９日 新橋プラザビルにおいてタケミ
アートが大刀剣市カタログ用の写真撮影

30日 深海理事長と土子氏が参議院議員会
館に山田宏議員を訪問し、取材

９月６日 刀剣評価査定のため嶋田常務理
事が来所

９日 嶋田常務理事と綱取常務理事が産経
新聞社を訪問し、大刀剣市の後援を依頼

12日 東京美術倶楽部において第36期第６
回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱
取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平
理事・佐藤理事・生野理事・松本理事・
持田理事・吉井理事・大西監事・冥賀監事・
（事務局）有山
９月16日 東京美術倶楽部において持ち回
り理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱
取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平
理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・
持田理事・吉井理事

16日 東京美術倶楽部において『刀剣界』
第64号編集委員会を開催（初校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事
長・清水専務理事・嶋田常務理事・赤荻
理事・生野理事・土子氏

26日 組合事務所において『大刀剣市カタ
ログ』編集委員会を開催。出席者、服部
副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
綱取常務理事・持田理事・土子氏

29日 東京プリンスホテルにおいて開催さ
れた「和田よしあき君を励ます会」に清
水専務理事と嶋田常務理事が出席

30日 深海理事長が全国中小企業団体中央
会機関誌の取材を受ける

10月５日 刀剣評価査定のため服部副理事
長と嶋田常務理事が来所

７日 組合事務所において『大刀剣市カタ
ログ』編集委員会を開催。出席者、服部
副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
綱取常務理事・飯田理事・土子氏・（サン
コーリンクス）猪狩氏

13日 清水専務理事・嶋田常務理事・土子
氏がサンコーリンクスにて『大刀剣市カ
タログ』の出張校正

18日 東京美術倶楽部において第36期第７
回理事会を開催。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・土肥副理事長・服部副理
事長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱
取常務理事・赤荻理事・飯田理事・大平
理事・生野理事・瀬下理事・冥賀理事・
持田理事・吉井理事・大西監事・冥賀監事・
土子氏・（事務局）有山

19日 東京美術倶楽部において大刀剣市事
前説明会を開催

11月３日 明治神宮宝物殿において開催さ
れた「日本刀の匠展」の奉納鍛錬に伊波
副理事長が来賓として出席

16日 東京美術倶楽部において『刀剣界』
第65号編集委員会を開催（企画）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事
長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取
常務理事・飯田理事・飯田相談役・土子
氏

18～20日 東京美術倶楽部において第34回
大刀剣市を開催

28日 参議院議員会館において開催された
「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」
総会に深海理事長・清水専務理事・土子
氏が出席

29日 第一ホテル両国で開催された「現代
刀職展」表彰式に深海理事長が来賓とし
て出席

12月16日 東京美術倶楽部において『刀剣
界』第65号編集委員会を開催（初校）。出
席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥
副理事長・服部副理事長・清水専務理事・
嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・
大平理事・生野理事・瀬下理事・持田理事・
吉井理事・飯田相談役・土子氏

17日 東京美術倶楽部において特別交換会
を開催。参加66名、出来高67,047,500円

23日 銀座長州屋において『刀剣界』第65
号編集委員会を開催（再校）。出席者、深
海理事長・服部副理事長・清水専務理事・
生野理事・土子氏

　
去
る
十
一
月
三
十
日
よ
り
十
二
月
五

日
ま
で
、
日
本
橋
髙
島
屋
に
て
「
煌

き
ら
め
き

刀
工
宮
入
小
左
衛
門
行
平
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
は
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
と
て
も
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
最
新
作
の
刀
・
脇
指
・
短

刀
・
小
刀
が
並
び
、
と
て
も
好
評
で
し

た
。
多
く
の
方
が
目
を
留
め
て
い
た
の

が
彫
り
の
あ
る
大
小
で
、
刀
の
表
に
不

動
明
王
、
脇
指
の
表
に
珠
追
い
龍
、
そ

し
て
裏
は
ど
ち
ら
も
梵
字
で
、
不
動
真

言
の
彫
刻
の
あ
る
作
品
で
す
。

　
刀
身
の
出
来
に
彫
り
が
よ
く
調
和
し

て
、
そ
の
美
し
さ
が
多
く
の
目
を
惹
き

つ
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
理
由
も
感
じ
ま
し

た
。
社
会
情
勢
や
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
災
い
を
払
い
、
持
ち
主
を

守
る
力
や
、
心
の
拠
り
所
と
な
る
力
。

刀
剣
の
持
つ
そ
の
よ
う
な
力
の
、
目
に

見
え
る
象
徴
と
し
て
、
古
く
か
ら
信
仰

に
つ
な
が
る
画
題
の
刀
身
彫
刻
が
あ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
ま
さ
に
刀
剣
の
持
つ

そ
ん
な
力
が
人
々
を
本
能
的
に
惹
き
つ

け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
刀
剣
の
持
つ
「
持
ち
主
を
守
る
」
と

い
う
役
割
は
、
現
代
に
お
い
て
も
、
い

や
む
し
ろ
現
在
の
よ
う
な
時
節
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
必
要
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
展
覧
会
に
は
一
門
の
川
﨑
晶
平
・
河

内
一
平
・
上
山
輝
平
・
宮
入
陽
、
そ
し

て
私
の
作
品
も
賛
助
出
品
と
し
て
並
び

ま
し
た
。
今
回
、
私
が
出
品
し
た
小
烏

造
り
短
刀
の
行
き
先
も
決
ま
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
こ
と
で
ご
縁
が
つ
な
が
り

広
が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
刀
剣
の
重
要
な
役
割

と
し
て
、
名
刀
が
多
く
贈
答
に
使
わ
れ

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
も
刀
剣
の

持
つ
「
ご
縁
を
つ
な
ぐ
」
力
に
よ
る
と

こ
ろ
も
多
か
っ
た
の
だ
と
実
感
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
代
に
お
い
て
も
そ
ん
な
風
に
こ
の

時
代
に
合
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
く

日
本
刀
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
た
次

第
で
す
。

　
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
根
津
秀
平
）

★
右
記
展
覧
会
図
録
『
宮
入
小
左
衛
門

行
平
作
品
集
』
を
入
手
ご
希
望
の
方
は

宮
入
宅
（
☎
〇
二
六
八-

八
二-

二
九

八
四
）ま
た
は
坂
城
町
鉄
の
展
示
館（
〇

二
六
八-

八
二-

一
一
二
八
）
ま
で
。

定
価
二
二
〇
〇
円
（
税
共
）。

宮入小左衛門行平展の会場風景

身
を
守
り
︑心
の
拠
り
所
と
し
て・・・

「
煌（
き
ら
め
き
）
刀
工
宮
入
小
左
衛
門
行
平
展
」

　
新
潟
県

と
言
う
と
、

コ
シ
ヒ
カ

リ
が
す
ぐ

に
頭
に
浮

か
ぶ
く
ら

い
、
お
米

の
産
地
と

し
て
有
名

で
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
に
農

林
一
号
を
親
に
誕
生
し
た
新
種
の
お
米

で
す
。

　
粘
り
が
強
く
、
優
れ
た
食
感
と
食
味

で
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
美
味
し
く
、
瞬

く
間
に
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
六
十
年
ほ
ど
し
か
た
っ
て
い

な
い
お
米
な
の
で
す
。

　
中
で
も
魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
絶

品
で
あ
り
、
山
間
で
昼
夜
の
温
度
差
が

多
い
所
が
特
に
美
味
し
い
お
米
が
採
れ

る
よ
う
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ま
で
は
な

か
な
か
美
味
し
い
お
米
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
新
潟
の
お
酒
も
、
越
の
寒
梅
、
雪
中

梅
な
ど
が
美
食
家
の
方
や
本
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔

は
食
生
活
が
一
般
に
貧
し
く
、
漬
物
や

塩
鮭
に
合
う
味
の
濃
い
癖
の
強
い
お
酒

で
な
い
と
好
ま
れ
ず
、
ど
れ
も
皆
個
性

的
で
し
た
。

　
次
第
に
美
食
の
時
代
に
な
っ
て
く
る

と
、
お
酒
が
食
事
の
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
、
女
性
の
方
で
も
ワ
イ
ン
感
覚
で

飲
め
る
よ
う
な
日
本
酒
が
好
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
造
ら
れ

た
味
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
海
の
幸
で
は
蟹
、
甘
海
老
、
ノ
ド
グ

ロ
や
、
佐
渡
沖
の
イ
カ
、
サ
ザ
エ
な
ど
、

日
本
海
の
独
特
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
特
に
ノ
ド
グ
ロ
の
塩
焼
き
は
、
タ
イ

の
よ
う
な
白
身
の
食
感
と
甘
味
、
パ
リ

パ
リ
の
皮
の
香
ば
し
さ
が
筆
舌
に
尽
く

せ
な
い
く
ら
い
美
味
し
い
で
す
。

　
川
の
幸
な
ら
鮎
、
山
女
魚
、
村
上
の

戻
り
鮭
。
山
の
幸
で
は
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ

ラ
ビ
、
タ
ラ
の
芽
、
ふ
き
の
と
う
、
茸
。

果
物
は
栗
、
柿
、
西
瓜
、
梨
、
洋
梨
（
ル

レ
ク
チ
ェ
）
な
ど
、
季
節
ご
と
に
色
と

り
ど
り
の
食
材
が
楽
し
め
ま
す
。
そ
の

食
材
を
使
っ
た
お
菓
子
や
漬
物
な
ど
も

素
晴
ら
し
い
で
す
。

　
小
千
谷
・
十
日
町
の
蕎
麦
、
栃
尾
の

油
揚
げ
、
村
上
牛
な
ど
も
他
県
な
ど
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
ら
れ
る
ほ
ど

で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
蕎
麦
は
フ
ノ
リ
と
い
う
海
藻
を
つ
な

ぎ
に
使
っ
て
い
て
、喉
越
し
が
良
く
、海

の
風
味
と
独
特
の
食
感
が
特
徴
で
す
。

　
人
情
味
が
厚
く
、
朴
訥
で
優
し
い
県

民
性
も
昔
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を

守
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
新
潟
に
お
越
し
の
節
は
、
ぜ
ひ
い
ろ

い
ろ
な
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
度
食
べ
る
と
ま
た

食
べ
た
く
な
る
逸
品
ば
か
り
で
す
。

26第 回

●
新
潟
県

土
肥
豊
久

新
潟
県

郷
土
の
食
文
化
に
つ
い
て

郷
土
の
食
文
化
に
つ
い
て

新潟独特のへぎそば
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 相模国本国で作られた刀剣の、地景が入り沸が明るく冴える美し
い作風は、刀剣の生産が盛んであった山城国や備前国、北陸や九
州などの地方に伝播しました。「槍鍛冶」として名高い島田鍛冶は、
多くの人や文化が交流する東海道筋にて、美濃風や備前風などさま
ざまな作風の刀剣を作りましたが、とりわけ相州風の、おおらかな
湾れや、激しい皆焼の刃文を焼きました。
 本展覧会では、全国に広がった相州伝の刀剣を一堂に集め展示し
ます。大波のように湾れた刃文、星空のようなきらめく沸の、相伝
の刀剣の世界をお楽しみください。
会期：1月14日㈯～3月19日㈰

■島田市博物館
 〒427-0037�静岡県島田市河原町1-5-50 ☎0547-37-1000
 https://www.city.shimada.shizuoka.jp/shimahaku/

企画展「たゆたう刃文�きらめく沸」

刀　銘 助宗

 日本各地に有力武将が並び立ち、鎬を削った時代、織
田信長が長篠の戦いの褒美とした一文字、豊臣秀吉の遺
物として藤堂高虎が拝領した大兼光、武田信玄の馬手差
と伝える助宗、上杉謙信ゆかりの火車切、穂先に止まった
トンボが真っ二つになったという本多忠勝の蜻蛉切の槍な
ど、際立った個性の武将たちとともに乱世を駆け抜けた名刀が今に伝わります。
 戦乱の世に終止符を打ち、実現された太平の江戸時代、徳川家康のお抱え工・
康継をはじめ、各大名家のお抱え刀工が鍛錬した刀剣や、徳川将軍家伝来の
名刀も併せてご紹介します。会期：1月7日㈯～2月12日㈰

■佐野美術館
 〒411-0838�静岡県三島市中田町1-43
 ☎055-975-7278 https://www.sanobi.or.jp/

｢乱世を駆け抜けた名刀
―戦国の動乱から徳川の時代へ―｣

 香雪美術館の所蔵品を収集した朝日新聞社の創業者で
ある村山龍

りょう

平
へ い

（1850～1933）は、伊勢国紀州藩田丸領（現
三重県度

わた ら い

会郡玉
たま

城
き

町）の武士の家に生まれました。鑑定
に長じた父の影響もあり、若くして収集を始めた刀剣は、
コレクション形成の原点となりました。それに伴い、刀剣の外装である拵を
飾る鐔などの刀装具も集めました。それらは、鑑賞性の高い華やかなものよ
りも、実用性を重視した質実剛健なものが主流です。村山家に出入りしてい
た刀剣商・岸本正之助は、「社長は派手なものより渋いものがお好きでした」
と述懐しており、武家ならではの村山の美意識が垣間見えます。
 本展では、2020年に公益財団法人香雪美術館の前理事長・村山美知子より寄
贈された600件以上の刀装具の中から選りすぐった約160件を一堂に紹介します。
会期：令和4年12月17日㈯～令和5年2月26日㈰

■中之島香雪美術館
 �〒530-0005� 大阪市北区中之島3-2-4 中之島フェス
ティバルタワー・ウエスト4階 ☎06-6210-3766

 https://www.kosetsu-museum.or.jp/nakanoshima/

企画展
｢館蔵�刀装具コレクション�武家の嗜好品｣

 刀剣には、安全に保管し、持ち運ぶための外装である「刀装具」が欠かせ
ません。刀剣や刀装具は戦闘の道具としてのみならず、持ち主の身分や所属
する集団を示すモチーフとして、あるいは持ち主個人の趣味嗜好を表現する
装飾の一部としても機能していました。また、時代の流れの中で刀身がその
姿や意味合いを変えたのと同じく、刀装具もさまざまに変化しました。
 今回の展示では、刀装具の装飾性が高まった江戸時代の資料を中心に、そ
の技巧的側面を解説するとともに、そこに込められた日本人の感性や世界観
へも迫っていきます。「刀剣の見方」を同時開催。
会期：令和4年12月3日㈯～令和5年2月12日㈰

■備前長船刀剣博物館
 〒701-4271�岡山県瀬戸内市長船町長船966 ☎0869-66-7767
 https://www.city.setouchi.lg.jp/site/token/

テーマ展｢刀装具�―使う・見せる・彩る―｣

 「江雪左文字」は、南北朝時代に筑前国の刀工
である左文字によって作られた太刀です。北条氏
の武将、板部岡江雪斎から徳川家康、そして徳川
頼宣へと受け継がれ、縁あって福山の地に伝えら
れました。
 本展では、かつての持ち主たちが愛した品々と
ともに「江雪左文字」を展観し、この太刀に秘め
られた物語を紐解きます。
会期：2月4日㈯～3月19日㈰

■ふくやま美術館
 〒720-0067�広島県福山市西町2-4-3 ☎084-932-2345
 https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fukuyama-museum/

福山城築城400年記念協賛事業
特別展　「名刀�江雪左文字

―江雪斎、家康、頼宣が愛した刀の物語―」

 新刀の祖と称されている安土桃山時代の刀工堀川國廣は、享
禄４年（1531）日向国に生まれ、各地を遍歴して作刀の技を磨
き、京都堀川一条に定住しました。足利滞在時は、後に古河藩
主土井利勝に仕えることとなる長尾家のために、足利学校にお
いて鍛刀をしています。戦国末期の足利・館林城主であった長
尾顕長は、後北条氏臣従の証として贈られた本作長義の写しを
堀川國廣に作らせました。いわゆる「山姥切國廣」です。顕長
は、小田原落城後、諸国を転々として元和７年（1621）に病死
しましたが、顕長の子・宣景が土井利勝に仕官、土井家中となっ
た宣景は、大坂の陣にて活躍、知行1200石を与えられています。
古河藩土井家の家臣となった宣景以後の長尾家は、その後も土
井家の上級家臣の地位を占め、後に家老を出すに至りました。
 平成26年、國廣に着目して既に特別展「堀川國廣とその一門」
を開催している古河歴史博物館では、初期江戸幕府の重鎮であった古河城主・
土井利勝と長尾家の歴史的背景にちなみ、特別展「かえってきた堀川國廣」を
開催することになりました。この展覧会から、國廣作品のさらなる魅力を再発
見していただければさいわいです。選りすぐりの堀川國廣作品のみ25点を公開
する本展、ぜひご期待ください。
会期：3月18日㈯～5月7日㈰

■古河歴史博物館
 〒306-0033�茨城県古河市中央町3-10-56 ☎0280-22-5211
 https://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/soshiki/rekihaku/top.html

「かえってきた堀川國廣」

短刀　銘 國廣

 永青文庫の設立者・細川護
もり

立
たつ

（1883～1970）は、
禅僧の書画や近代絵画、東洋美術のみならず、稀代
の刀剣コレクターとしても知られます。護立が刀の
世界に本格的に足を踏み入れたのは、学習院中等学
科在学中、肋膜炎にかかり休学していた10代のころ。
細川侯爵家に御刀掛として出入りしていた肥後金工
師の末裔・西垣四郎作や、細川家の家政所職員らと
ともに開いた研究会で刀剣の目利きを学び、審美眼
を磨いていきました。
 本展では国宝全４口をはじめ、「刀�銘�濃州関住兼
定作（歌仙兼定）」など、護立の眼によって集められ
た名刀を収集エピソードとともに展覧。併せて、肥
後金工の鐔など精緻な刀装具の世界も紹介します。
会期：1月14日㈯～5月7日㈰�日時指定予約制

もり た つ

早春展「揃い踏み�細川の名刀たち
�―永青文庫の国宝登場―」

■永青文庫
 〒112-0015�東京都文京区目白台1-1-1 ☎03-3941-0850
 https://www.eiseibunko.com/

刀の手入れをする細川護立氏

重要美術品
林又七 桜九曜紋透鐔

江戸時代（17世紀）永青文庫蔵

催 事 情 報
会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。

 東洋文庫（東京都文京区）は、1924年に三菱の
第三代社長・岩崎久彌によって設立された、東洋
学分野でのアジア最大級の研究図書館であり、世
界五大東洋学研究図書館の一つです。
 本展では、東洋文庫が有する約100万冊の蔵書の
中から、国宝、重要文化財をはじめとする貴重な
所蔵品約120件を展示します。教科書で見たことが
ある有名な書物や地図、絵画のほか、あまり知ら
れていない文字や言語、服装、動植物など、まだ
見ぬ新たな「知」との出会いが待つ東洋世界への
冒険をぜひご堪能ください。
会期：2月21日㈫～4月9日㈰

■京都文化博物館
 〒604-8183�京都市中京区三条高倉 ☎075-222-0888
 https://www.bunpaku.or.jp/

特別展
「知の大冒険―東洋文庫�名品の煌めき―」

 当館では昭和25年開館以来、庄内地方の歴史･考古･民
俗･美術･工芸品など多岐にわたる数多くの資料や作品を
収蔵してまいりました。当館の活動にご理解くださった
方々からのご寄贈によるものも多くあります。いずれも当
地の歴史や文化を知る手がかりとなる資料であり、常設
展示の核となっているほか、テーマを設けた企画展の開
催など、折に触れ出品しています。本展では、恒光（平安時代末期）、盛光（室
町時代初期）、国房（江戸時代前期）、清人（江戸時代末期）らの作刀による刀
剣、石川淡僊（静正）による水墨画や明治時代の油絵、日下部鳴鶴（明治～大
正時代）、大滝雨山（大正～昭和時代）らの書蹟など、近年ご寄贈いただいた
資料や作品約40点を紹介します。会期：1月26日㈭～3月12日㈰

■致道博物館
 〒997-0036�山形県鶴岡市家中新町10-18
 ☎0235-22-1199 https://www.chido.jp/

「新収蔵品展―刀剣･美術工芸品を中心に―」
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 相模国本国で作られた刀剣の、地景が入り沸が明るく冴える美し
い作風は、刀剣の生産が盛んであった山城国や備前国、北陸や九
州などの地方に伝播しました。「槍鍛冶」として名高い島田鍛冶は、
多くの人や文化が交流する東海道筋にて、美濃風や備前風などさま
ざまな作風の刀剣を作りましたが、とりわけ相州風の、おおらかな
湾れや、激しい皆焼の刃文を焼きました。
 本展覧会では、全国に広がった相州伝の刀剣を一堂に集め展示し
ます。大波のように湾れた刃文、星空のようなきらめく沸の、相伝
の刀剣の世界をお楽しみください。
会期：1月14日㈯～3月19日㈰

■島田市博物館
 〒427-0037�静岡県島田市河原町1-5-50 ☎0547-37-1000
 https://www.city.shimada.shizuoka.jp/shimahaku/

企画展「たゆたう刃文�きらめく沸」

刀　銘 助宗

 日本各地に有力武将が並び立ち、鎬を削った時代、織
田信長が長篠の戦いの褒美とした一文字、豊臣秀吉の遺
物として藤堂高虎が拝領した大兼光、武田信玄の馬手差
と伝える助宗、上杉謙信ゆかりの火車切、穂先に止まった
トンボが真っ二つになったという本多忠勝の蜻蛉切の槍な
ど、際立った個性の武将たちとともに乱世を駆け抜けた名刀が今に伝わります。
 戦乱の世に終止符を打ち、実現された太平の江戸時代、徳川家康のお抱え工・
康継をはじめ、各大名家のお抱え刀工が鍛錬した刀剣や、徳川将軍家伝来の
名刀も併せてご紹介します。会期：1月7日㈯～2月12日㈰
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 〒411-0838�静岡県三島市中田町1-43
 ☎055-975-7278 https://www.sanobi.or.jp/

｢乱世を駆け抜けた名刀
―戦国の動乱から徳川の時代へ―｣
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贈された600件以上の刀装具の中から選りすぐった約160件を一堂に紹介します。
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れました。
 本展では、かつての持ち主たちが愛した品々と
ともに「江雪左文字」を展観し、この太刀に秘め
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俗･美術･工芸品など多岐にわたる数多くの資料や作品を
収蔵してまいりました。当館の活動にご理解くださった
方々からのご寄贈によるものも多くあります。いずれも当
地の歴史や文化を知る手がかりとなる資料であり、常設
展示の核となっているほか、テーマを設けた企画展の開
催など、折に触れ出品しています。本展では、恒光（平安時代末期）、盛光（室
町時代初期）、国房（江戸時代前期）、清人（江戸時代末期）らの作刀による刀
剣、石川淡僊（静正）による水墨画や明治時代の油絵、日下部鳴鶴（明治～大
正時代）、大滝雨山（大正～昭和時代）らの書蹟など、近年ご寄贈いただいた
資料や作品約40点を紹介します。会期：1月26日㈭～3月12日㈰

■致道博物館
 〒997-0036�山形県鶴岡市家中新町10-18
 ☎0235-22-1199 https://www.chido.jp/

「新収蔵品展―刀剣･美術工芸品を中心に―」
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令和5年（2023）　謹 賀 新 年　本年もよろしくお願い申し上げます
掲載は申し込み順です

印刷／株式会社キタジマ


